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(57)【要約】
　ディスプレイシステムは、ヘッドマウントディスプレ
イユニット及び取り外し可能なスピーカユニットを含む
。ヘッドマウントディスプレイユニットは、視覚コンテ
ンツをユーザに出力し、現実環境の視覚的パススルーを
ユーザに提供する。取り外し可能なスピーカユニットは
、聴覚コンテンツをユーザに提供するために、ヘッドマ
ウントディスプレイユニットに取り外し可能に結合する
ことができる。視覚コンテンツ又は聴覚コンテンツのう
ちの少なくとも１つは、ヘッドマウントディスプレイユ
ニットに対する取り外し可能なスピーカユニットの位置
に従って変更される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　視覚コンテンツをユーザに出力するヘッドマウントディスプレイユニットと、
　聴覚コンテンツを前記ユーザに提供するために、前記ヘッドマウントディスプレイユニ
ットに取り外し可能に結合することができる、取り外し可能なスピーカユニットと、を備
え、
　前記視覚コンテンツ又は前記聴覚コンテンツのうちの少なくとも１つが、前記ヘッドマ
ウントディスプレイユニットに対する前記取り外し可能なスピーカユニットの位置に従っ
て変更される、
　ディスプレイシステム。
【請求項２】
　前記ヘッドマウントディスプレイユニットが内蔵スピーカを含み、前記聴覚コンテンツ
の出力が、前記位置に従って前記取り外し可能なスピーカユニット又は前記内蔵スピーカ
のうちの１つ以上から出力される、請求項１に記載のディスプレイシステム。
【請求項３】
　前記内蔵スピーカの音量が、前記取り外し可能なスピーカユニットの前記位置に従って
変更される、請求項２に記載のディスプレイシステム。
【請求項４】
　前記内蔵スピーカの前記音量が、前記取り外し可能なスピーカユニットが前記ヘッドマ
ウントディスプレイユニットに結合されていないときに正であり、前記取り外し可能なス
ピーカユニットが前記ヘッドマウントディスプレイユニットに結合されているときにゼロ
であり、前記取り外し可能なスピーカユニットの別の音量が、前記取り外し可能なスピー
カユニットが前記ヘッドマウントディスプレイユニットに結合されているときに正である
、請求項３に記載のディスプレイシステム。
【請求項５】
　前記取り外し可能なスピーカユニットが前記ヘッドマウントディスプレイユニットに結
合されていないときには、前記取り外し可能なスピーカユニットの前記他の音量が正であ
る、請求項４に記載のディスプレイシステム。
【請求項６】
　前記取り外し可能なスピーカユニットによって出力される前記聴覚コンテンツのオーデ
ィオ信号処理が、前記取り外し可能なスピーカユニットが前記ヘッドマウントディスプレ
イユニット上の結合位置に向かって移動されるにつれて変化する、請求項２から５のいず
れか一項に記載のディスプレイシステム。
【請求項７】
　前記オーディオ信号処理が、前記取り外し可能なスピーカユニットが前記結合位置に向
かって移動されるにつれて、前記音量を増大させることを含む、請求項６に記載のディス
プレイシステム。
【請求項８】
　前記オーディオ信号処理が、前記取り外し可能なスピーカユニットが前記結合位置に向
かって移動されるにつれて、低周波数ゲインを増大させることを含むイコライゼーション
を含む、請求項６から７のいずれか一項に記載のディスプレイシステム。
【請求項９】
　前記オーディオ信号処理が、前記取り外し可能なスピーカユニットが前記結合位置に向
かって移動されるにつれて、前記ダイナミックレンジを増大させることを含む、請求項６
から８のいずれか一項に記載のディスプレイシステム。
【請求項１０】
　前記取り外し可能なスピーカユニットが前記ヘッドマウントディスプレイユニットの視
野内にあるときに、前記視覚コンテンツが、前記取り外し可能なスピーカユニットに空間
的に近接した視覚的インジケータを含む、請求項１から９のいずれか一項に記載のディス
プレイシステム。
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【請求項１１】
　前記視覚的インジケータが、前記取り外し可能なスピーカユニットのサウンド出力能力
を前記ユーザに示す、請求項１０に記載のディスプレイシステム。
【請求項１２】
　前記取り外し可能なスピーカユニットが前記ヘッドマウントディスプレイユニットの視
野外にあるときに、前記視覚コンテンツが、前記聴覚コンテンツを前記ユーザに提供する
ために前記取り外し可能なスピーカユニットが前記ヘッドマウントディスプレイユニット
に取り外し可能に結合することができる結合位置への、前記取り外し可能なスピーカユニ
ットの物理的近接性の視覚的インジケータを含む、請求項１から１１のいずれか一項に記
載のディスプレイシステム。
【請求項１３】
　前記第１及び第２の取り外し可能なスピーカユニットが、前記ヘッドマウントディスプ
レイユニットに結合されたときに、前記ヘッドマウントディスプレイユニットからオーデ
ィオ信号及び電力を受信する、請求項１から１２のいずれか一項に記載のディスプレイシ
ステム。
【請求項１４】
　前記第１及び第２の取り外し可能なスピーカユニットが、前記ヘッドマウントディスプ
レイユニットから取り外されたときに、電力供給され、オーディオ信号を受信する、請求
項１から１３のいずれか一項に記載のディスプレイシステム。
【請求項１５】
　前記第１及び第２の取り外し可能なスピーカユニットが、磁気アタッチメントを用いて
前記ヘッドマウントディスプレイユニットに取り外し可能に結合することができる、請求
項１から１４のいずれか一項に記載のディスプレイシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の相互参照）
　この出願は、２０１８年６月１４日に出願された米国特許仮出願第６２／６８４，８２
６号の優先権及び利益を主張し、その開示全体が、参照により本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　この開示は、ディスプレイシステム、具体的には、そのためのオーディオ出力デバイス
に関する。
【背景技術】
【０００３】
　仮想現実システムは、視覚コンテンツ及び聴覚コンテンツを含み得るコンテンツをユー
ザに提供する。視覚コンテンツは、ヘッドマウントディスプレイユニット（head-mounted
 display、ＨＭＤ）によって提供されてもよく、一方、聴覚コンテンツは、多くの場合、
ヘッドマウントディスプレイユニットから物理的に分離されたヘッドホンによって提供さ
れる。
【発明の概要】
【０００４】
　本明細書では、ディスプレイシステムの実装形態が開示される。一態様では、ディスプ
レイシステムは、ヘッドマウントディスプレイユニット及び取り外し可能なスピーカユニ
ットを含む。ヘッドマウントディスプレイユニットは、視覚コンテンツをユーザに出力し
、現実環境の視覚的パススルーをユーザに提供する。取り外し可能なスピーカユニットは
、聴覚コンテンツをユーザに提供するために、ヘッドマウントディスプレイユニットに取
り外し可能に結合することができる。視覚コンテンツ又は聴覚コンテンツのうちの少なく
とも１つは、ヘッドマウントディスプレイユニットに対して取り外し可能なスピーカユニ
ットの位置に従って変更される。
【０００５】
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　ヘッドマウントディスプレイは、内蔵スピーカを含んでもよい。取り外し可能なスピー
カユニット又はその位置に従う内蔵スピーカのうちの１つ以上による聴覚コンテンツの出
力。取り外し可能なスピーカユニットによって出力される聴覚コンテンツのオーディオ信
号処理は、取り外し可能なスピーカユニットがヘッドマウントディスプレイユニット上の
結合位置に向かって移動されるにつれて変化してもよい。オーディオ信号処理は、取り外
し可能なスピーカユニットによって出力される聴覚コンテンツの音量、イコライゼーショ
ン、又はダイナミックレンジを変更することのうちの１つ以上を含む。取り外し可能なス
ピーカユニットがヘッドマウントディスプレイユニットの視野内にあるとき、視覚コンテ
ンツは、取り外し可能なスピーカユニットに空間的に近接した視覚的インジケータを含ん
でもよい。視覚的インジケータは、取り外し可能なスピーカユニットのサウンド出力能力
をユーザに示すことができる。
【０００６】
　別の態様では、ディスプレイシステムは、ヘッドマウントディスプレイユニット及びオ
ーディオヘッドセットを含む。ヘッドマウントディスプレイユニットは、第１及び第２の
内蔵スピーカを含む。オーディオヘッドセットは、ヘッドマウントディスプレイユニット
に取り外し可能に結合することができる第１及び第２の取り外し可能なスピーカユニット
を含む。
【０００７】
　別の態様では、ヘッドマウントディスプレイユニットを有するディスプレイシステム、
ヘッドマウントディスプレイユニットに対して移動可能な可動オーディオ出力デバイス、
コントローラ、及びセンサを用いて、コンテンツを提供するための方法が提供される。本
方法は、センサを有するコントローラによって、可動オーディオ出力デバイスの位置を判
定することと、可動オーディオ出力デバイスの位置に従って、ヘッドマウントディスプレ
イユニットを用いてコンテンツを提供することと、を含む。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１Ａ】ディスプレイシステムの側面図である。
【図１Ｂ】図１Ａのディスプレイシステムの上面図である。
【図１Ｃ】図１Ａのディスプレイシステムの概略図である。
【図１Ｄ】図１Ａのディスプレイシステムの取り外し可能なスピーカユニットの概略図で
ある。
【図２Ａ】図１のディスプレイシステムの変形例である、別のディスプレイシステムの部
分側面図である。
【図２Ｂ】図２Ａのディスプレイシステムの部分後面図である。
【図３Ａ】図１のディスプレイシステムの変形例である、別のディスプレイシステムの部
分側面図である。
【図３Ｂ】図３Ａのディスプレイシステムの部分後面図である。
【図３Ｃ】図３Ａのディスプレイシステムのヘッドマウントディスプレイユニットの部分
側面図である。
【図３Ｄ】図３Ａのディスプレイシステムの取り外し可能なスピーカユニットの部分側面
図である。
【図３Ｅ】破線で示された隠れた特徴を有する図３Ａのディスプレイシステムの部分側面
図である。
【図４Ａ】第１の状態にあるオーディオヘッドセットの第１の図である。
【図４Ｂ】第２の状態にある図４Ａのオーディオヘッドセットの第２の図である。
【図４Ｃ】図４Ａのオーディオヘッドセットを含む、図１Ａのディスプレイシステムの変
形であるディスプレイシステムの側面図である。
【図５】図１のディスプレイシステムからサウンドを出力するための方法のフロー図であ
る。
【図６Ａ】図１のディスプレイシステムからのサウンド出力のプロットである。
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【図６Ｂ】図６Ａのプロットに係る、図１のディスプレイシステムからサウンド出力を提
供する方法のフロー図である。
【図７Ａ】図１のディスプレイシステムからのサウンド出力のプロットである。
【図７Ｂ】図７Ａのプロットに係る、図１のディスプレイシステムからサウンド出力を提
供する方法のフロー図である。
【図８Ａ】図１のディスプレイシステムからのサウンド出力をイコライゼーションするた
めの、ゲイン対距離のプロットである。
【図８Ｂ】図８Ａのプロットに係る、図１のディスプレイシステムからサウンド出力を提
供する方法のフロー図である。
【図９Ａ】図１のディスプレイシステムからのサウンド出力をダイナミックレンジ圧縮す
るための、ダイナミックレンジ対距離のプロットである。
【図９Ｂ】図９Ａのプロットに係る、図１のディスプレイシステムからのサウンド出力を
提供する方法のフロー図である。
【図１０Ａ】現実環境及びオーディオ出力デバイスを含む視野を有するヘッドマウントデ
ィスプレイユニットの図である。
【図１０Ｂ】図８Ａの視野を有し、視覚的インジケータを更に表示するヘッドマウントデ
ィスプレイユニットの別の図である。
【図１０Ｃ】オーディオ出力デバイスを含まない視野を有し、別の視覚的インジケータを
更に表示するヘッドマウントディスプレイユニットの別の図である。
【図１０Ｄ】図８Ｂ及び図８Ｃの視覚的インジケータを提供するための方法のフロー図で
ある。
【図１１】図１Ａのディスプレイシステムのコントローラ用のハードウェア構成の概略図
である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　ヘッドマウントディスプレイユニット、及びオーディオヘッドセットなどのオーディオ
出力デバイスを含むディスプレイシステムの実施形態が、本明細書に開示されている。オ
ーディオ出力デバイスは、本明細書に記載される様々な方法でヘッドマウントディスプレ
イユニットから取り外し可能であるか、又はそうでなければ、ヘッドマウントディスプレ
イユニットに対して移動可能である。オーディオ出力デバイス及び／又は内蔵オーディオ
出力デバイスから提供される聴覚コンテンツは、本明細書に記載される様々な方法で、可
動オーディオ出力デバイスの位置に従って出力されてもよい。視覚コンテンツはまた、本
明細書に記載される様々な方法で、可動オーディオ出力デバイスの位置に従って提供され
てもよい。
【００１０】
　図１Ａ～図１Ｃを参照すると、ディスプレイシステム１００は、ヘッドマウントディス
プレイユニット１１０と、（示されるように）それから取り外し可能であるか、又はそれ
に対して関節接合されているなどの、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０に対し
て物理的に移動可能であるオーディオヘッドセット１３０とを含む。以下で更に詳細に説
明するように、ディスプレイシステム１００は、ヘッドマウントディスプレイユニット１
１０とオーディオヘッドセット１３０との間に機械的及び／若しくは電気的接続を形成し
てもよく、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０自体及びオーディオヘッドセット
１３０によってサウンドをユーザに提供してもよく、並びに／又はヘッドマウントディス
プレイユニット１１０を用いてオーディオヘッドセット１３０の使用に関連するキュー及
び／若しくはフィードバックをユーザに提供してもよい。用語「オーディオヘッドセット
１３０」は、ユーザの片耳若しくは両耳に近接して保持されるオーディオ出力デバイス又
はオーディオ出力デバイスのセット（例えば、後述するような取り外し可能なスピーカユ
ニット１３２）を指す。複数（例えば、２つ）のオーディオ出力デバイスの場合、オーデ
ィオヘッドセット１３０のオーディオ出力デバイスは、互いから分離していても、又は分
離可能であってもよい（例えば、ヘッドバンドがそれらの間に延在して、互いに固定され
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る必要はない）。オーディオヘッドセット１３０はまた、ヘッドホン（単数又は複数）、
又はイヤフォン（単数又は複数）と呼ばれ得る。
【００１１】
　本明細書に開示されるディスプレイシステムは、後述するように、コンピュータ生成現
実（例えば、仮想現実又は複合現実）を提供するように構成されてもよい。使用される用
語「仮想」は、一般に、「コンピュータが生成した」コンテンツ又はエクスペリエンスを
指す。例えば、本明細書に記載されるコンテンツは、視覚コンテンツ（例えば、仮想コン
テンツ若しくはコンピュータ生成視覚コンテンツ又はグラフィックとも呼ばれる）、及び
聴覚コンテンツ（例えば、仮想コンテンツ若しくはコンピュータ生成聴覚コンテンツ又は
オーディオとも呼ばれる）などの、仮想又はコンピュータ生成コンテンツと呼ばれ得る。
【００１２】
　ヘッドマウントディスプレイユニット１１０は、一般に、支持体１１２及びディスプレ
イスクリーン１１４を含む。支持体は、ユーザの頭部Ｈに装着され、それによって、ユー
ザの目に対して好適な位置でディスプレイスクリーン１１４を支持するように構成されて
いる。図示するように、支持体は、ユーザの頭部Ｈを取り囲むストラップとして構成され
ている。スマートフォンの画面又は専用画面などのディスプレイスクリーン１１４は、視
覚コンテンツをユーザに提供する。ディスプレイスクリーン１１４がスマートフォン又は
取り外し可能な他のビデオ出力デバイスである場合、ヘッドマウントディスプレイユニッ
ト１１０は、ディスプレイスクリーン１１４に結合可能であると考えることができる。
【００１３】
　ディスプレイシステム１００は、ユーザが現実環境を見ることができる視覚的パススル
ーを提供することによって、複合現実エクスペリエンスを提供するように構成されてもよ
い。図示するように、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０は、ビデオパススルー
を利用しており、この場合、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０の１つ以上のカ
メラ１１６は、ディスプレイスクリーン１１４によってユーザに表示される、現実環境の
画像をキャプチャする。そのような表示システム１００はまた、仮想現実エクスペリエン
スを提供するように機能してもよく、この場合、現実環境の画像はディスプレイスクリー
ン１１４によって表示されず、そうでなければ、現実環境はユーザの視界から部分的又は
全体的に遮断される。ビデオパススルーの代替として、ヘッドマウントディスプレイユニ
ット１１０は、光学パススルーを利用することができ、この場合、ユーザは現実環境を直
接見る。例えば、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０は、現実環境からの光がユ
ーザの目にパススルーすることと、ディスプレイスクリーン１１４からの光をユーザの目
に反射して視覚コンテンツを提供することとの両方を可能にするリフレクタを含んでもよ
い。
【００１４】
　ヘッドマウントディスプレイユニット１１０は、ユーザの耳に聴覚コンテンツを伝送又
は出力するスピーカ１１８を更に含んでもよい。スピーカ１１８は、例えば、ユーザの耳
Ｅに近接して支持体１１２に結合され、サウンドを耳に導く。スピーカ１１８は、ヘッド
マウントディスプレイユニットから簡単に取り外せないように、ヘッドマウントディスプ
レイユニット１１０に（例えば、支持体１１２、又はディスプレイスクリーン１１４のハ
ウジングに）固定的に結合されている。これは、ヘッドマウントディスプレイユニットか
ら容易に取り外し可能であるように、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０に取り
外し可能に結合可能である、オーディオヘッドセット１３０のスピーカユニット１３２と
は対照的である。したがって、スピーカ１１８は、固定オーディオ出力デバイス、固定ス
ピーカ、内蔵スピーカ、又はＨＭＤスピーカと呼ばれてもよく、一方、スピーカユニット
１３２は、取り外し可能なスピーカ又は取り外し可能なスピーカユニットと呼ばれてもよ
い。オーディオヘッドセット１３０及び取り外し可能なスピーカユニット１３２はまた、
オーディオ出力デバイス又は可動オーディオ出力デバイスと呼ばれてもよい。
【００１５】
　ＨＭＤスピーカ１１８は、現実環境からのサウンドがユーザの耳に到達することを更に
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可能にする。例えば、ＨＭＤスピーカ１１８は、ユーザの耳の上方及び／又は前に配置さ
れてもよく、それによって、現実環境からのサウンドがユーザの耳に到達することを妨げ
ない。このように、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０は、ユーザが現実環境を
聞くことを可能にする一方で、聴覚コンテンツをユーザに同時に伝送することによって、
複合現実エクスペリエンスをユーザに聴覚的に提供することができる。したがって、ＨＭ
Ｄスピーカ１１８はまた、追加聴覚スピーカと呼ばれ得る。
【００１６】
　以下で更に詳細に説明するように、ＨＭＤスピーカ１１８は、オーディオヘッドセット
１３０が、ＨＭＤスピーカ１１８と併せて又はこれを除いて聴覚コンテンツをユーザに提
供することを可能にするように更に構成されている。いくつかの実施形態では、ＨＭＤス
ピーカ１１８は省略されてもよく、この場合、聴覚コンテンツはオーディオヘッドセット
１３０によって提供される。
【００１７】
　ヘッドマウントディスプレイユニットはまた、ユーザに関連する条件、ヘッドマウント
ディスプレイユニット１１０、及び／又はオーディオヘッドセット１３０を検出する様々
なセンサを含んでもよい。例えば、カメラ１１６に加えて、ヘッドマウントディスプレイ
ユニット１１０は、加速度計、ジャイロスコープ、磁力計、慣性測定ユニット（inertial
 measurement unit、ＩＭＵ）、カメラなどのうちの１つ以上のような動きセンサ１２０
を含んでもよく、これによって、ユーザの頭部Ｈ及び／若しくはヘッドマウントディスプ
レイユニット１１０の位置並びに／又は向きに関する条件を測定する。カメラ１１６及び
／又は動きセンサ１２０はまた、例えば、オーディオヘッドセット１３０の視覚認識を使
用して、それに対するオーディオヘッドセット１３０の位置、向き、及び／若しくは動き
を判定するように構成されてもよく、取り外し可能なスピーカユニット１３２のマーカを
検出、位置特定、及び／若しくは追跡するように構成されてもよく、並びに／又は、取り
外し可能なスピーカユニット１３２から放射されたビーコン信号を検出、位置特定、及び
／若しくは追跡するように構成されてもよい。ヘッドマウントディスプレイユニット１１
０はまた、ユーザの目の状態（例えば、焦点距離、瞳孔径など）を測定するために使用さ
れる、カメラなどの目センサ１２２を含んでもよい。
【００１８】
　オーディオヘッドセット１３０は、ユーザの耳Ｅにサウンドを伝送することによってユ
ーザに聴覚コンテンツを提供する、取り外し可能なスピーカユニット１３２を含む。取り
外し可能なスピーカユニット１３２は、例えば、右側の取り外し可能なスピーカユニット
１３２ｒ及び左側の取り外し可能なスピーカユニット１３２ｌを含み、これらは、聴覚コ
ンテンツを提供するために、ユーザの右耳Ｅ及び左耳Ｅと物理的にそれぞれ関連付けられ
ている。
【００１９】
　取り外し可能なスピーカユニット１３２のそれぞれは、一般に、ハウジング１３４、並
びに１つ以上のスピーカ１３６及び様々なタイプの電子機器１３８を含む。ハウジング１
３４は、１つ以上のスピーカ１３６及び電子機器１３８を含み、ヘッドマウントディスプ
レイユニット１１０の支持体１１２に接続されてそれによって支持され、それからオーデ
ィオ信号を受信し、及び／又はそれから電力を受信するように構成されている。スピーカ
１３６は、サウンド（すなわち、聴覚コンテンツ）をユーザに出力する。電子機器１３８
は、スピーカ１３６と協働して構成されて、サウンド出力を提供し、かつ、他の機能を提
供することができる。
【００２０】
　図示するように、オーディオヘッドセット１３０は、オーバーイヤー構成を有してもよ
く、この場合、ハウジング１３４は、ユーザの耳の全体を取り囲むように構成されている
。あるいは、オーディオヘッドセット１３０は、オンイヤー構成を有してもよく、この場
合、ハウジング１３４は、ユーザの耳に載るように構成され、又は、ハウジング１３４の
一部分がユーザの耳Ｅ内に（例えば、部分的に外耳道内に）配置されるインイヤー構成を
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有するように構成されている。
【００２１】
　図１Ｄに概略的に示すように、スピーカユニット１３２の電子機器１３８は、増幅器１
３８ａ、電力電子機器１３８ｂ、信号電子機器１３８ｃ、検知電子機器１３８ｄ、及び／
又は周囲サウンド電子機器１３８ｅを含んでもよい。増幅器１３８ａは、スピーカ１３６
を駆動してサウンドを出力するように構成されている。電力電子機器１３８ｂは、増幅器
１３８ａ、信号電子機器１３８ｃ、及び／又は検知電子機器１３８ｄなどの、取り外し可
能なスピーカユニット１３２の様々な他の電子機器に電力供給するように構成されている
。電力電子機器１３８ｂは、例えば、有線電力、及び／又はバッテリなどのローカルに貯
蔵された電力を提供してもよい。信号電子機器１３８ｃは、ヘッドマウントディスプレイ
ユニット１１０若しくは後述するコントローラ１５０などの別の構成要素に、及び／又は
、そこから、信号を受信及び／又は送信するように構成されている。信号電子機器１３８
ｃは、例えば、無線接続、誘導性接続、又は光接続などを介して信号を送信及び／又は受
信するための通信インタフェースを含んでもよい。そのような信号は、例えば、取り外し
可能なスピーカユニット１３２から聴覚コンテンツを出力するために受信されるオーディ
オ信号、及び／又は取り外し可能なスピーカユニット１３２の感知情報（例えば、位置）
を提供するための感知信号を含んでもよい。信号電子機器１３８ｃはまた、例えば、受動
的若しくは能動的マーカ（例えば、可視光又は非可視光源）又は（例えば、別のタイプの
検出可能かつ位置特定可能な出力信号を放射する）ビーコンを提供することによって、ヘ
ッドマウントディスプレイユニット１３０に対して取り外し可能なスピーカユニット１３
２の位置及び／又は向きを判定するのを支援する出力を提供することができる。感知電子
機器１３８ｄは、現実空間における、又はヘッドマウントディスプレイユニット１１０、
支持体１１２、又はそれらの結合位置若しくは特徴などの、ディスプレイシステム１００
の別の部分に対する、取り外し可能なスピーカユニット１３２の位置、向き、及び／又は
動き（例えば、位置及び向きの変化）などの、取り外し可能なスピーカユニット１３２の
様々なパラメータを感知するように構成されている。検知電子機器１３８ｄは、加速度計
（単数又は複数）、ジャイロスコープ（単数又は複数）、慣性測定ユニット（ＩＭＵ）、
近接センサ（単数又は複数）、及び／又はカメラ（例えば、ビデオ認識用）などの、その
ような位置、向き、及び／又は動きを検出するための１つ以上の適切なセンサを含んでも
よい。
【００２２】
　周囲サウンド電子機器１３８ｅは、周囲サウンドを（例えば、マイクロフォン１３８ｅ
’を使用して現実環境から）検出し、検出された周囲サウンドを（例えば、信号プロセッ
サ１３８ｅ”を用いて）処理し、それに従って処理されたサウンドを（例えば、増幅器１
３８ａを使用して）スピーカ１３６に出力させるように機能する。処理されたサウンドは
、例えば、音響透過性及び／又はアクティブノイズキャンセルを提供してもよい。音響透
過性を用いると、現実環境からの周囲サウンドは、一般に、処理されたサウンドとして有
意な変更なしに再生され、これは処理された周囲サウンドと呼ばれることがあり、スピー
カ１３６によって出力される。結果として、例えば、取り外し可能なスピーカユニット１
３２がユーザの耳Ｅに対して配置されている場合、ユーザはなおも現実環境を聞くことが
でき、そうでなければ、（例えば、絶縁及び／又は遮断によって）現実環境の周囲サウン
ドがユーザの耳Ｅに直接到達することを妨げてもよい。アクティブノイズキャンセルを用
いると、周囲サウンドは処理されて、一般に、（例えば、周囲サウンドと同じ振幅で、し
かし逆位相になることによって）周囲サウンドをキャンセルする又は打ち消す処理済みの
サウンドが提供され、これは処理されたキャンセルサウンドと呼ばれることがあり、スピ
ーカ１３６によって出力される。
【００２３】
　スピーカ電子機器１３８（例えば、増幅器１３８ａ、電力電子機器１３８ｂ、信号電子
機器１３８ｃ、検知電子機器１３８ｄ、及び／若しくは周囲サウンド電子機器１３８ｅ）
、又は同様の機能を実行する異なる電子機器が、代わりに又は追加的に、ヘッドマウント
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ディスプレイユニット１１０に組み込まれてもよいことに留意されたい。例えば、スピー
カ１３６は、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０及び／又はコントローラ１５０
への有線接続を有してもよく、一方、増幅、電力供給、検知、及び周囲サウンド機能は、
ヘッドマウントディスプレイユニット１１０及び／又はコントローラ１５０の電子機器に
よって実行される。
【００２４】
　ヘッドマウントディスプレイユニット１１０及びオーディオヘッドセット１３０に加え
て、ディスプレイシステム１００は、コントローラ１５０を更に含む。図示するように、
コントローラ１５０は、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０及びオーディオヘッ
ドセット１３０の外部にあってもよく、有線又は無線接続などを用いて通信している。コ
ントローラ１５０は、一般に、ユーザ、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０、及
び／若しくはオーディオヘッドセット１３０の位置及び／又は向きなどの様々な入力情報
（例えば、信号）を処理し、そのような情報を処理し、並びに（例えば、視覚コンテンツ
及び聴覚コンテンツを出力するために）ヘッドマウントディスプレイユニット１１０を、
及び（例えば、聴覚コンテンツを出力するために）オーディオヘッドセット１３０を制御
するための出力信号を提供するように構成されている。コントローラ１５０のハードウェ
ア構成について、図９を参照して以下に説明する。ヘッドマウントディスプレイユニット
１１０及びオーディオヘッドセット１３０とは別個の外部の単一ユニットとして示されて
いるが、コントローラ１５０は、代わりに、複数のそのようなコントローラを含んでもよ
く、又はコントローラ１５０として協働的に機能する別個のユニット群に細分化されても
よく、かつ、コントローラ１５０は、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０及び取
り外し可能なスピーカユニット１３２のうちの１つ以上に組み込まれてもよい。
【００２５】
　上述のように、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０及びオーディオヘッドセッ
ト１３０は、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０とオーディオヘッドセット１３
０との間の機械的、電気的、及び／若しくはデータ接続を提供するように協働的に構成さ
れてもよく、サウンドをユーザに協働的に提供してもよく、並びに／又はヘッドマウント
ディスプレイユニット１１０を用いてオーディオヘッドセット１３０の使用に関連するキ
ュー及び／若しくはフィードバックをユーザに提供してもよい。
【００２６】
　図２Ａ～図４Ｂを参照すると、オーディオヘッドセット１３０の取り外し可能なスピー
カユニット１３２のそれぞれは、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０から取り外
し可能である。ヘッドマウントディスプレイユニット１１０に取り付けられると、取り外
し可能なスピーカユニット１３２のそれぞれは、それによって物理的に支持され、更にヘ
ッドマウントディスプレイユニット１１０と通信し、及び／又はそこから電力を受信する
ことができる。
【００２７】
　図２Ａ～図２Ｂを参照すると、ディスプレイシステム２００は、ヘッドマウントディス
プレイユニット２１０に磁力で解放可能に結合可能である、取り外し可能なスピーカユニ
ット２３２を有するオーディオヘッドセット２３０を含む。ヘッドマウントディスプレイ
ユニット２１０は、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０として構成され、ＨＭＤ
磁気アタッチメントと呼ばれ得る１つ以上の磁気アタッチメント２２４を更に含む。取り
外し可能なスピーカユニット２３２は、取り外し可能なスピーカユニット１３２として構
成され、ヘッドマウントディスプレイユニット２１０のＨＭＤ磁気アタッチメント２２４
に対応する１つ以上の磁気アタッチメント２４４を含む。ヘッドマウントディスプレイユ
ニット２１０及び取り外し可能なスピーカユニット２３２の磁気アタッチメント２２４、
２４４は、それぞれ、ＨＭＤ磁気アタッチメント２２４及びスピーカ磁気アタッチメント
２４４と呼ばれてもよい。磁気アタッチメント２２４、２４４は、磁力で互いに引き付け
合うように構成されており、磁気アタッチメント２２４、２４４のうちの一方が永久磁気
を含み、他方が強磁性材料又は反対向きの別の永久磁石を含む。
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【００２８】
　図２Ａ～図２Ｂに示される例では、ヘッドマウントディスプレイユニット２１０は、一
方がユーザの耳Ｅの前方にあり、他方が後方にある、２つのＨＭＤ磁気アタッチメント２
２４を含む。図示するように、２つのＨＭＤ磁気アタッチメント２２４は、ヘッドマウン
トディスプレイユニット２１０の支持体１１２に、例えば、ユーザの耳Ｅの前方及び後方
に位置するように下方に延在するフランジ２１２ａ（例えば、突出部）に、結合されても
よい。２つのＨＭＤ磁気アタッチメント２２４は、ヘッドマウントディスプレイユニット
２１０の支持体１１２内に組み込まれるか、又は別の方法で支持体１１２に結合され得る
永久磁石を含む。
【００２９】
　ハウジング１３４又はそのパッド２４６などの取り外し可能なスピーカユニット２３２
は、支持体１１２の（例えば、フランジ２１２ａの内側に）突出して（例えば、内側に延
在して）、例えば、（例えば、オーバーイヤー構成で）頭部Ｈを耳Ｅの周囲に係合させる
か、又は（例えば、オンイヤー構成で）ユーザの耳Ｅに係合させて、ユーザに対して配置
してもよい。結果として、取り外し可能なスピーカユニット２３２は、ヘッドマウントデ
ィスプレイユニット１１０に結合された（例えば、スピーカ磁気アタッチメント２４４に
よって形成された）外側部分から横方向内側に（例えば、ユーザに向かって）延在する内
側部分（例えば、パッド２４６及び／又はハウジング１３４）を有すると考えることがで
きる。パッド２４６は、（例えば、オンイヤー及び／又はオーバーイヤー構成で）ユーザ
の耳Ｅに係合及び／又は外接してもよい。
【００３０】
　取り外し可能なスピーカユニット２３２のそれぞれは、ヘッドマウントディスプレイユ
ニット２１０の２つのＨＭＤ磁気アタッチメント２２４に磁気的に結合可能である、２つ
のスピーカ磁気アタッチメント２４４を含む。例えば、２つのスピーカ磁気アタッチメン
ト２４４は、ＨＭＤ磁気アタッチメント２２４に磁気的に結合可能となるように、ユーザ
の耳Ｅの前方及び後方に延在してもよい。スピーカ磁気アタッチメント２４４は、例えば
、細長くすることができ、取り外し可能なスピーカユニット２３２のハウジング１３４か
ら前方及び後方に延在してもよい。図示するように、スピーカ磁気アタッチメント２４４
は、ヘッドマウントディスプレイユニット２１０のＨＭＤ磁気アタッチメント２２４の永
久磁石に引き付けられるように、強磁性材料又は反対向きの永久磁石を含むポストとして
構成されてもよい。あるいは、ＨＭＤ磁気アタッチメント２２４は、強磁性材料を含んで
もよく、スピーカ磁気アタッチメント２４４は、そこに引き付けられる永久磁石を含んで
もよい。
【００３１】
　ヘッドマウントディスプレイユニット２１０及び取り外し可能なスピーカユニット２３
２はまた、取り外し可能なスピーカユニット２３２を、それらに対して所定の位置（例え
ば、ユーザの耳Ｅの上方のヘッドマウントディスプレイユニット１１０の結合位置）に案
内するように構成されてもよい。例えば、磁気アタッチメント２２４、２４４の各セット
（例えば、磁気アタッチメント２２４、２４４の前後のペア）は、取り外し可能なスピー
カユニット２３２のスピーカ磁気アタッチメント２４４を、対応するヘッドマウントディ
スプレイユニット２１０のＨＭＤ磁気アタッチメント２２４に案内するための磁力を提供
する。加えて、互いに対応しない磁気アタッチメント２２４、２４４はまた、例えば、同
じ向きの永久磁石を有することによって、互いに反発するように機能してもよい。その結
果、取り外し可能なスピーカユニット２３２は、所定でない位置から離れるように押しの
けられる。これらの引力及び／又は反発力は、ユーザに触知フィードバックを提供するこ
とによって、取り外し可能なスピーカユニット１３２を、ユーザの視野の外側にあるヘッ
ドマウントディスプレイユニット２１０上のそれぞれの結合位置に、ユーザが案内するの
を助けるために有用であり得る。
【００３２】
　取り外し可能なスピーカユニット２３２を適切な位置に案内するために磁力を使用する
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代わりに、又はそれに加えて、ヘッドマウントディスプレイユニット２１０及び取り外し
可能なスピーカユニット２３２は、機械的に協働するガイド機構を含んでもよい。例えば
、ヘッドマウントディスプレイユニット２１０は、取り外し可能なスピーカユニット２３
２のスピーカ磁気アタッチメント２４４を所定の位置に受容し、案内する支持体１１２内
に戻り止めを含んでもよい。
【００３３】
　取り外し可能なスピーカユニット２３２は、スピーカ磁気アタッチメント２４４を中心
に枢動して、例えば、ユーザの耳Ｅに向かって付勢されるか、又は別の方法でそこに収容
されるように構成されてもよい。一実施例では、スピーカ磁気アタッチメント２４４は、
前方及び後方に延在する（例えば、枢動軸２４４ａを形成する）円筒形ポストである。円
筒形ポストは、ＨＭＤ磁気アタッチメント２２４の表面、又はヘッドマウントディスプレ
イユニット２１０の支持体１１２に沿って、それに対して枢動するように回転する。別の
実施例では、ハウジング１３４は、スピーカ磁気アタッチメントがヘッドマウントディス
プレイユニット２１０のＨＭＤ磁気アタッチメント２２４に対して移動することなく（例
えば、回転することなく）、スピーカ磁気アタッチメント２４４に対して枢動し、それに
よって、ハウジング１３４及びその中のスピーカ１３６がヘッドマウントディスプレイユ
ニット２１０に対して枢動することをなおも可能にする。
【００３４】
　取り外し可能なスピーカユニット２３２の枢動軸２４４ａは、例えば、スピーカ磁気ア
タッチメント２４４によって形成される。枢動軸２４４ａは、図示するように、取り外し
可能なスピーカユニット２３２の中央位置に（例えば、水平方向に及び垂直方向に）配置
されてもよく、又は（例えば、取り外し可能なスピーカユニット２３２の上端部に向かっ
て）垂直方向に、及び／若しくは（例えば、取り外し可能なスピーカユニット２３２の内
側又は外側に向かって）水平方向に、付勢されてもよい。加えて、枢動軸２４４ａは、図
示するように、ヘッドマウントディスプレイユニット２１０の支持体１１２の外側に配置
されてもよい。
【００３５】
　取り外し可能なスピーカユニット２３２は、ばね又は磁石などで、枢動軸２４４ａを中
心にユーザの耳Ｅに向かって付勢されるように更に構成されてもよい。図２Ａ～図２Ｂに
示される例では、取り外し可能なスピーカユニット２３２は、磁力でユーザの耳Ｅに向か
って付勢されてもよい。ヘッドマウントディスプレイユニット２１０は、ユーザの耳Ｅの
上方に配置された１つの向きの磁石２２８を含んでもよく、一方、取り外し可能なスピー
カユニット２３２は、例えば、ハウジング１３４から上向きに延在する細長い部材を形成
するか、又はそれを組み込むことによって、ユーザの耳Ｅの上方に反対向きの別の磁石２
４８を含む。ヘッドマウントディスプレイユニット２１０及び取り外し可能なスピーカユ
ニット２３２の磁石２２８、２４８は、取り外し可能なスピーカユニット２３２を枢動軸
２４４ａを中心に、ユーザの耳Ｅに向かって付勢するように互いに反発する。
【００３６】
　ヘッドマウントディスプレイユニット２１０及び取り外し可能なスピーカユニット２３
２は、ヘッドマウントディスプレイユニット２１０に対して追加的に構成されて、取り外
し可能なスピーカユニット２３２に電力を供給する。図示するように、磁気アタッチメン
ト２２４、２４４は、ヘッドマウントディスプレイユニット２１０から取り外し可能なス
ピーカユニット２３２に電気を伝導して、増幅器１３８ａ及び他の電子機器（例えば、信
号電子機器１３８ｃ及び／又は検知電子機器１３８ｄ）に電力を供給する。例えば、磁気
アタッチメント２２４、２４４の第１のセットは、電力用（正）であり、磁気アタッチメ
ント２２４、２４４の第２のセットは接地用である。磁気アタッチメント２２４、２４４
はまた、ヘッドマウントディスプレイユニット２１０から取り外し可能なスピーカユニッ
ト２３２への伝導を介して、電力を伝導するのと併せて、オーディオ信号を送信してもよ
い。
【００３７】
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　あるいは、電力は、オーディオ信号も送信し得る磁気アタッチメント２２４、２４４と
は独立した電気接点を用いて、ヘッドマウントディスプレイユニット２１０から取り外し
可能なスピーカユニット２３２へ伝導されてもよい。他の変形例では、オーディオ信号は
、別個の接点及び／又は光接続などで、電力とは無関係に送信されてもよい。検知電子機
器１３８ｄを有する取り外し可能なスピーカユニット２３２の実施形態では、センサ信号
は、磁気アタッチメント２２４、２４４、別個の接点、光接続を用いて、又は無線で、取
り外し可能なスピーカユニット２３２からヘッドマウントディスプレイユニット２１０に
送信されてもよい。電力はまた、ヘッドマウントディスプレイユニット２１０から誘導的
に提供されてもよい。
【００３８】
　図３Ａ～図３Ｅを参照すると、ディスプレイシステム３００は、ヘッドマウントディス
プレイユニット３１０に解放可能に結合することができる取り外し可能なスピーカユニッ
ト３３２を有するオーディオヘッドセット３３０を含む。ヘッドマウントディスプレイユ
ニット３１０は、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０として構成されており、ソ
ケットなどの雌型構成を有する磁気アタッチメント３２４を更に含む。取り外し可能なス
ピーカユニット３３２は、取り外し可能なスピーカユニット１３２として構成され、一方
、ヘッドマウントディスプレイユニット３１０の磁気アタッチメント３２４によって受容
されるボールなどの雄型構成を有する磁気アタッチメント３４４を更に含む。ヘッドマウ
ントディスプレイユニット３１０及び取り外し可能なスピーカユニット３３２の磁気アタ
ッチメント３２４、３４４は、それぞれ、ＨＭＤ又は雌型磁気アタッチメント、及びスピ
ーカ又は雄型磁気アタッチメントと呼ばれてもよい。
【００３９】
　図３Ａ～図３Ｅに示される例では、ヘッドマウントディスプレイユニット３１０は、ユ
ーザの耳Ｅの上方に配置された１つのＨＭＤ磁気アタッチメント３２４を含む。図示する
ように、ＨＭＤ磁気アタッチメント３２４は、ユーザの耳Ｅの上方のヘッドマウントディ
スプレイユニット３１０の支持体１１２に結合されている。スピーカ磁気アタッチメント
３４４は、例えば、ハウジング１３４から上向きに延在する細長い突出部（例えば、シャ
フト）の端部に形成されている、取り外し可能なスピーカユニット３３２のハウジング１
３４に結合されている。
【００４０】
　磁気アタッチメント３２４、３４４は、球面形状などのＨＭＤ磁気アタッチメント３２
４によってスピーカ磁気アタッチメント３４４の受容を可能にする相補的なプロファイル
を有する。磁気アタッチメント３２４、３４４はまた、ヘッドマウントディスプレイユニ
ット３１０に対して取り外し可能なスピーカユニット３３２の移動を可能にし、一方で、
それによってなおも支持されるように構成されてもよい。例えば、取り外し可能なスピー
カユニット３３２は、図３Ａ及び図３Ｂ内の矢印によって示されるように、内側及び外側
、前方及び後方に変位し、かつ、回転することを可能とされてもよい。
【００４１】
　ヘッドマウントディスプレイユニット３１０及び取り外し可能なスピーカユニット３３
２は、ヘッドマウントディスプレイユニット３１０に対して追加的に構成されて、取り外
し可能なスピーカユニット３３２に電力を供給する。図示するように、磁気アタッチメン
ト３２４、３４４は、ヘッドマウントディスプレイユニット３１０から取り外し可能なス
ピーカユニット３３２に電気を伝導して、増幅器１３８ａ及び／又はその他の電子機器１
３８に電力を供給する。例えば、取り外し可能なスピーカユニット３３２がヘッドマウン
トディスプレイユニット３１０に対して移動するときに、磁気アタッチメント３２４、３
４４のそれぞれは、電気を伝導するための物理的接触を維持する電力接点及び接地接点を
提供するように細分化される。
【００４２】
　例えば、図３Ｃに示すように、ＨＭＤ磁気アタッチメント３２４は、ＨＭＤ磁気アタッ
チメント３２４の球面に沿って離間されており、かつ、互いから電気的に絶縁された、第
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１の電力接点３２４ａ（例えば、正）及び第２の電力接点３２４ｂ（例えば、接地）を含
んでもよい。図３Ｄに示すように、スピーカ磁気アタッチメント３４４は、互いに電気的
に絶縁され、かつ、それらに対応するＨＭＤ磁気アタッチメント３２４の第１の電力接点
３２４ａ及び第２の電力接点３２４ｂよりも大きい導電性表面積を有する、第１の電力接
点３４４ａ（例えば、正）及び第２の電力接点３４４ｂ（例えば、接地）を含む。結果と
して、図３Ｅに示すように、取り外し可能なスピーカユニット３３２は、電力接点３４４
ａ、３４４ｂと３２４ａ、３２４ｂとの間の導電接触をなおも維持してそれらの間で電力
を伝導している間に、内側／外側、前方／後方に移動し、及び／又は限られた範囲の動き
で回転することができる。磁気アタッチメント３２４、３４４はまた、ヘッドマウントデ
ィスプレイユニット３１０から取り外し可能なスピーカユニット３３２に、電力を伝導す
るのと併せてオーディオ信号を送信してもよい。ＨＭＤ磁気アタッチメント３２４の電力
接点３２４ａ、３２４ｂは、例えば、永久磁石であってもよく、又は強磁性材料で作製さ
れてもよく、若しくはそうでなければ強磁性材料を含んでもよく、一方、スピーカ磁気ア
タッチメント３４４の電力接点３４４ａ、３４４ｂは、強磁性材料で作製されてもよく、
又はＨＭＤ磁気アタッチメント３２４のものとは反対向きの永久磁石であってもよい。
【００４３】
　取り外し可能なスピーカユニット２３２、３３２は、ヘッドマウントディスプレイユニ
ット２１０、３１０に対して移動可能であると説明されているが、磁気アタッチメント２
２４、２４４及び磁気アタッチメント３２４、３４４の変形例は、代わりに、それらの間
の移動を防止するように構成されてもよい。
【００４４】
　更に、取り外し可能なスピーカユニット２３２、３３２は、ヘッドマウントディスプレ
イユニット２１０、３１０に磁力で解放可能に結合することができるものとして説明され
ているが、その代わりに、バックル、クランプ、又は締結具などの他の解放可能なメカニ
ズムで互いに結合されてもよい。そのような場合、電力及び信号は、そのような解放可能
なメカニズム、又は別個の電力接続及びデータ接続を介して伝導されてもよい。
【００４５】
　図４Ａ～図４Ｃを参照すると、ディスプレイシステム４００は、ヘッドマウントディス
プレイユニット４１０及び互いに取り外し可能に結合することができる、右側の取り外し
可能なスピーカユニット４３２ｒ及び左側の取り外し可能なスピーカユニット４３２ｌな
どの、取り外し可能なスピーカユニット４３２を有するオーディオヘッドセット４３０を
含む。取り外し可能なスピーカユニット４３２のそれぞれは、取り外し可能なスピーカユ
ニット１３２、２３２、３３２のうちの１つとして構成され、結合機構４４９を更に含む
。一実施例では、結合機構４４９は、磁力を使用して、取り外し可能なスピーカユニット
４３２を互いに結合する。例えば、右側の取り外し可能なスピーカユニット４３２ｒの結
合機構４４９は、永久磁石若しくは強磁性材料であってもよく、又はそれらを含んでもよ
く、一方、左側の取り外し可能なスピーカユニット４３２ｌの結合機構４４９は、例えば
永久磁石（例えば、反対向きの）若しくは強磁性材料であるか、又はそれらを含んで、そ
れに磁気的に引き付けられるように構成されている。
【００４６】
　結合機構４４９は、取り外し可能なスピーカユニット４３２を磁力で互いに取り外し可
能に結合するように構成されるとき、（例えば、ハウジング１３４又はパッド２４６内に
収容されて）視界から隠されてもよい。
【００４７】
　結合機構４４９は、磁力を使用する代わりに、又はそれに加えて、取り外し可能なスピ
ーカユニット４３２を互いに取り外し可能に結合する機械的メカニズム（例えば、バック
ル、クランプ、又は締結具）であってもよい。
【００４８】
　更に図４Ｃを参照すると、結合機構４４９はまた、取り外し可能なスピーカユニット４
３２をヘッドマウントディスプレイユニット４１０に結合するように機能してもよい。例
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えば、ヘッドマウントディスプレイユニット４１０は、ヘッドマウントディスプレイユニ
ット１１０として構成されてもよく、結合機構４４９に対応する結合機構４２９を含んで
もよい。例えば、図４Ｃに示すように、ヘッドマウントディスプレイユニット４１０の右
側上の結合機構４２９は、左側の取り外し可能なスピーカユニット４３２ｌの結合機構４
４９に対する同様の配置（例えば、位置、磁力を使用した場合の磁極配向、又は機械的係
合を使用した場合の共通の雄／雌構成）の結合機構４２９のうちの１つ以上を含んでもよ
い。結果として、ヘッドマウントディスプレイユニット４１０の右側を、左側の取り外し
可能なスピーカユニット４３２ｌが右側の取り外し可能なスピーカユニット４３２ｒに結
合するのと同様の方法で、右側の取り外し可能なスピーカユニット４３２ｒに結合するこ
とができる。
【００４９】
　図５～図７Ｂを参照すると、ディスプレイシステム１００、２００、３００、４００の
いずれに対しても、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０、２１０、３１０、４１
０及びオーディオヘッドセット１３０、２３０、３３０、４３０、又は両方とも、オーデ
ィオヘッドセット１３０、２３０、３３０、４３０の状態に従ってサウンドを出力する。
以下に続く説明の簡略化のために、ディスプレイシステム１００のみを参照するが、他の
ディスプレイシステム２００、３００、４００は、図５～図７Ｂに関して説明されるよう
に構成され得ることを理解されたい。以下で更に詳細に説明されるように、サウンドが出
力されるのに従うオーディオヘッドセット１３０の状態は、取り外し可能なスピーカユニ
ット１３２が互いに結合されている（すなわち、前述したように音声ユニットを形成する
）かどうか、又はヘッドマウントディスプレイユニット１１０に対するオーディオヘッド
セット１３０若しくは取り外し可能なスピーカユニット１３２の位置若しくは相対的移動
、のうちの１つ以上であってもよい。
【００５０】
　図５を参照すると、一実施例では、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０のＨＭ
Ｄスピーカ１１８は、取り外し可能なスピーカユニット１３２が互いから分離されるとき
に、例えば、取り外し可能なスピーカユニット１３２が互いから分離した後、そしてその
後の持続時間に、サウンドを出力する。そのような場合、ヘッドマウントディスプレイユ
ニット１１０のＨＭＤスピーカ１１８からのサウンド出力は、オーディオヘッドセット１
３０（例えば、その取り外し可能なスピーカユニット１３２）のサウンド出力能力を示唆
するオーディオキュー又はフィードバックを提供するように、オーディオヘッドセット１
３０又はその取り外し可能なスピーカユニット１３２の起動を表すことができる。
【００５１】
　図５は、取り外し可能なスピーカユニット１３２を互いから分離したことに従い、ＨＭ
Ｄスピーカ１１８からサウンドを出力するための方法５００を示す。この方法は、例えば
、コントローラ１５０、並びにヘッドマウントディスプレイユニット１１０及び取り外し
可能なスピーカユニット１３２の様々なセンサを用いて実装されてもよい。
【００５２】
　第１の動作５１０では、取り外し可能なスピーカユニット１３２の互いからの分離が判
定される。取り外し可能なスピーカユニット１３２の分離は、例えば、ユーザが取り外し
可能なスピーカユニット１３２を引き離すことにより生じ得る。取り外し可能なスピーカ
ユニット１３２の分離は、取り外し可能なスピーカユニット１３２間の相対的移動、又は
近接性の変化を検出することなどによって、カメラ１１６、又は取り外し可能なスピーカ
ユニット１３２の検知電子機器１３８ｄから受信したビデオを処理することなどによって
、例えば、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０のセンサを使用してコントローラ
１５０によって、判定することができる。
【００５３】
　第２の動作５２０では、判定されている取り外し可能なスピーカユニット１３２の分離
に基づいて、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０のＨＭＤスピーカ１１８からサ
ウンドが出力される。例えば、コントローラ１５０は、オーディオ信号及び／又は電力を
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ＨＭＤスピーカ１１８に送信させて、そこからサウンドを出力させることができる。ＨＭ
Ｄスピーカ１１８からのサウンド出力は、聴覚コンテンツを含む。そのような聴覚コンテ
ンツは、取り外し可能なスピーカユニット１３２に関連するオーディオインジケータを含
んでもよい。
【００５４】
　第３の動作５３０では、オーディオヘッドセット１３０の取り外し可能なスピーカユニ
ット１３２からサウンドが出力される。例えば、コントローラ１５０は、オーディオ信号
及び／又は電力を取り外し可能なスピーカユニット１３２に送信させることができる。取
り外し可能なスピーカユニット１３２からのサウンド出力には、仮想又は複合現実エクス
ペリエンスに関連するような聴覚コンテンツを含んでもよい。
【００５５】
　動作５２０、５３０では、図６Ａ～図６Ｂ及び図７Ａ～図７Ｂを参照して以下に説明す
る方法に従って、取り外し可能なスピーカユニット１３２からサウンドが出力されてもよ
い。
【００５６】
　図６Ａ～図６Ｂ及び図７Ａ～図７Ｂを参照すると、ヘッドマウントディスプレイユニッ
ト１１０のＨＭＤスピーカ１１８及び取り外し可能なスピーカユニット１３２が、オーデ
ィオヘッドセット１３０及び／又はその取り外し可能なスピーカユニット１３２の位置に
従ってサウンドを出力するように、オーディオ信号処理が（例えば、コントローラ１５０
によって）実行される。以下で更に詳細に説明するように、そのようなオーディオ信号処
理又は他のオーディオ制御には、音量を調整すること（図６Ａ～図７Ｂ及び関連する説明
を参照）、イコライゼーション（図８Ａ～図８Ｂ及び関連する説明を参照）、並びに／又
はダイナミックレンジ（図９Ａ～図９Ｂを参照）を含んでもよい。
【００５７】
　図６Ａ～図６Ｂを参照すると、取り外し可能なスピーカユニット１３２は、ヘッドマウ
ントディスプレイユニット１１０に結合されるまでサウンドを出力しないように構成され
てもよい。例えば、取り外し可能なスピーカユニット１３２は、ヘッドマウントディスプ
レイユニット１１０から独立して電源を有しなくてもよい（例えば、内部電池を有しない
、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０から独立した電源への有線接続を有しない
、又は他の方法でヘッドマウントディスプレイユニット１１０に取り外し可能に結合され
たときにのみ電力供給される）。他の実施例では、取り外し可能なスピーカユニット１３
２は、導電性又は光学データ接続などを介して、物理的にそれに結合されているときのみ
に、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０（例えば、仮想オーディオコンテンツ）
に関連付けられたオーディオ信号を受信してもよい。なおも更なる実施例では、取り外し
可能なスピーカユニット１３２は、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０に取り外
し可能に結合されるまで、他の方法で（例えば、ソフトウェアプログラミングによって）
サウンドを出力しないように構成されている。
【００５８】
　そのようなシナリオでは、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０のＨＭＤスピー
カ１１８は、取り外し可能なスピーカユニット１３２がヘッドマウントディスプレイユニ
ットに結合されていない間に、取り外し可能なスピーカユニット１３２によって発せられ
ているサウンドをシミュレートするか、又は別の方法で表すように、サウンドを出力する
ことができる。取り外し可能なスピーカユニット１３２をヘッドマウントディスプレイユ
ニット１１０に接続すると、取り外し可能なスピーカユニット１３２からのサウンド出力
は、主音源になる（例えば、オンにする）ように増大し、一方、ＨＭＤスピーカ１１８か
らのサウンド出力は、同時に又はその後実質的に（例えば、サウンドを発しないように）
減少させることができる。
【００５９】
　図６Ａは、取り外し可能なスピーカユニット１３２がオーディオヘッドセット１３０に
結合可能である所定の結合位置までの取り外し可能なスピーカユニット１３２の距離の関
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数として、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０のＨＭＤスピーカ１１８、及びオ
ーディオヘッドセット１３０の取り外し可能なスピーカユニット１３２からのサウンド出
力の音量のプロットを示す。プロットに沿って右方向に移動することが、取り外し可能な
スピーカユニット１３２を結合位置に向かって移動させることを反映するように、ゼロ距
離（すなわち、結合位置における）がプロットの右側に示されている。このプロットはま
た、取り外し可能なスピーカユニット１３２が取り外し可能なスピーカユニット１３２に
結合位置で結合されている、Ｃによって示される結合状態を示す。結合状態Ｃがゼロ距離
の後に示されているが、これは取り外し可能なスピーカユニット１３２の結合状態の状態
変化を表すものとして理解されるべきであり、取り外し可能なスピーカユニット１３２と
結合位置との間の距離の更なる変化を必ずしも表すものではないことを理解されたい。本
明細書で使用するとき、用語「音量」は、一般に、オーディオ出力デバイスによって出力
されるサウンドのレベルを指し、「サウンド出力レベル」とも呼ばれてもよい。
【００６０】
　図示するように、取り外し可能なスピーカユニット１３２が結合位置に近づいて移動す
るにつれて、ＨＭＤスピーカ１１８の音量１１８ｖが増大し、取り外し可能なスピーカユ
ニット１３２が結合位置にあるか又はその近くにあるときにピーク音量に到達する。取り
外し可能なスピーカユニット１３２の音量１３２ｖは、取り外し可能なスピーカユニット
１３２が結合位置に到達するまでゼロにとどまり、及び／又はヘッドマウントディスプレ
イユニット１１０に結合される。
【００６１】
　結合位置において、又は結合状態Ｃにあると、取り外し可能なスピーカユニット１３２
の音量１３２ｖは、例えば、ユーザに対して主音源になるように増大される。スピーカユ
ニット１３２からのサウンド出力は、結合状態Ｃにある間維持される。
【００６２】
　取り外し可能なスピーカユニット１３２の音量１３２ｖの増大と一致して、（例えば、
取り外し可能なスピーカユニット１３２が結合位置に移動されるとき、又はヘッドマウン
トディスプレイユニット１１０に結合すると）、ＨＭＤスピーカ１１８の音量１１８ｖは
減少する。例えば、ＨＭＤスピーカ１１８の音量１１８ｖは、取り外し可能なスピーカユ
ニット１３２が結合状態Ｃにあるときにゼロにすることができ、及び／又はゼロで維持す
ることができる。
【００６３】
　図６Ｂは、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０に対する（例えば、ヘッドマウ
ントディスプレイユニット１１０上の結合位置に対する）オーディオヘッドセット１３０
及び／又は取り外し可能なスピーカユニット１３２の位置に個別に従って、ＨＭＤスピー
カ１１８からサウンドを出力するための方法６００を示す。方法６００は、例えば、コン
トローラ１５０、並びにヘッドマウントディスプレイユニット１１０及び取り外し可能な
スピーカユニット１３２の様々なセンサを用いて実装されてもよい。取り外し可能なスピ
ーカユニット１３２のうちの１つに関連して説明されているが、方法６００は、取り外し
可能なスピーカユニット１３２及びオーディオヘッドセット１３０のそれぞれに適用可能
であることを理解されたい。
【００６４】
　第１の動作６１０では、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０に対する取り外し
可能なスピーカユニット１３２の位置（例えば、その上の結合位置）の変化が判定される
。取り外し可能なスピーカユニット１３２の位置は、例えば、ユーザが取り外し可能なス
ピーカユニット１３２に対して移動する（例えば、ヘッドに向かって、離れて、それを回
転させる）とき、又はユーザが取り外し可能なスピーカユニット１３２を移動させる（例
えば、取り外し可能なスピーカユニット１３２を結合位置に移動させる）ときに、ヘッド
マウントディスプレイユニット１１０に対して変更されてもよい。取り外し可能なスピー
カユニット１３２の位置又は相対的移動の変化は、ヘッドマウントディスプレイユニット
に向かう動き、及び又はそれらの間の近接性の変化を検出することなどによって、（例え
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ば、取り外し可能なスピーカユニット１３２がヘッドマウントディスプレイユニット１１
０に結合されていることとは無関係に電力供給される場合）カメラ１１６、又は取り外し
可能なスピーカユニット１３２の検知電子機器１３８ｄから受信したビデオを処理するこ
となどによって、例えば、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０のセンサを使用し
て、コントローラ１５０によって判定されてもよい。
【００６５】
　第２の動作６２０では、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０に対する取り外し
可能なスピーカユニット１３２の位置の変化に基づいて、ＨＭＤスピーカ１１８の音量１
１８ｖが変更される。例えば、図６Ａに示すように、取り外し可能なスピーカユニット１
３２がヘッドマウントディスプレイユニット１１０（例えば、その上の結合位置）に向か
って、又はそこから離れて、それぞれ移動するにつれて、音量１１８ｖは増大又は減少す
る。コントローラ１５０は、オーディオ信号及び／又は電力をＨＭＤスピーカ１１８に送
信させ、そこからサウンドを音量１１８ｖで出力させることができる。ＨＭＤスピーカ１
１８からのサウンド出力には、仮想又は複合現実エクスペリエンスに関連するものなどの
聴覚コンテンツを含む。
【００６６】
　第３の動作６３０では、取り外し可能なスピーカユニット１３２がヘッドマウントディ
スプレイユニット１１０に対してゼロ距離にあると判定したことに基づいて、又は取り外
し可能なスピーカユニット１３２をヘッドマウントディスプレイユニット１１０に所定の
位置で結合すると、取り外し可能なスピーカユニット１３２の音量１３２ｖが、実質的に
増大する。例えば、コントローラ１５０は、第２の動作６２０に関して上述したように、
ヘッドマウントディスプレイユニット１１０及び／若しくは取り外し可能なスピーカユニ
ット１３２のセンサを使用して、並びに／又は取り外し可能なスピーカユニット１３２が
ヘッドマウントディスプレイユニット１１０に結合されていると判定することによって、
取り外し可能なスピーカユニット１３２がゼロ距離にあると判定することができる。コン
トローラ１５０は、オーディオ信号及び／又は電力を取り外し可能なスピーカユニット１
３２に送信させて、そこからサウンドを実質的に増大した音量１３２ｖで出力させること
ができる。例えば、取り外し可能なスピーカユニット１３２の音量１３２ｖがゼロから増
大して、一次的な又は唯一のサウンド出力をユーザに提供することができる。
【００６７】
　第４の動作６４０では、取り外し可能なスピーカユニット１３２のゼロ距離の結合の判
定に基づいて、又は実質的に増大している取り外し可能なスピーカユニット１３２の音量
１３２ｖに従って、ＨＭＤスピーカ１１８の音量１１８ｖが、実質的に減少する（例えば
、ゼロになる）。例えば、コントローラ１５０は、オーディオ信号及び／又は電力をＨＭ
Ｄスピーカ１１８に送信させて音量１１８ｖを減少させるか、又はＨＭＤスピーカ１１８
に送信しないようにして音量１１８ｖをゼロに減少させてもよい。第４の動作６４０は、
第３の動作６３０と同時に又はその直後などに、第３の動作６３０と一致して生じてもよ
い。
【００６８】
　第５の動作６５０では、取り外し可能なスピーカユニット１３２がヘッドマウントディ
スプレイユニット１１０に結合されている（例えば、図６Ａに示す結合状態にある）間、
取り外し可能なスピーカユニット１３２は、サウンド出力をユーザに提供し続け、一方、
ＨＭＤスピーカ１１８は、ユーザに二次的なサウンドを提供するか又は全くサウンドを提
供しない。
【００６９】
　第６の動作６６０では、取り外し可能なスピーカユニット１３２の音響透過性が起動さ
れてもよい。音響透過性は、周囲サウンド電子機器１３８ｅ（例えば、マイクロフォン１
３８ｅ’及び信号プロセッサ１３８ｅ”）によって実施されて、上述のように処理された
周囲サウンドを生成する。音響透過性は、例えば、ディスプレイシステム１００が、複合
現実モードで若しくはデフォルトにより動作している場合、又はユーザの選択によって起
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動され得る場合に、取り外し可能なスピーカユニット１３２をヘッドマウントディスプレ
イユニット１１０に結合すると自動的に起動されてもよい。音響透過性により、取り外し
可能なスピーカユニット１３２がユーザの耳Ｅに直接、周囲サウンドが流れるのを物理的
に妨げているにもかかわらず、処理された周囲サウンドをユーザに送信することによって
、複合現実エクスペリエンスを提供することができる。
【００７０】
　第７の動作６７０では、取り外し可能なスピーカユニット１３２のノイズキャンセルが
起動されてもよい。ノイズキャンセルは、上述のように処理されたキャンセルサウンドを
生成するように、周囲サウンド電子機器１３８ｅによって実装される。例えば、ディスプ
レイシステム１００が仮想現実モードで動作している場合（例えば、視覚的パススルーを
伴わない仮想視覚コンテンツを提供しているとき）、又は、デフォルトにより（例えば、
取り外し可能なスピーカユニット１３２をヘッドマウントディスプレイユニット１１０に
接続した後の所定時間経過後、若しくは音響透過性を動作させている所定時間後）、ノイ
ズキャンセルは、取り外し可能なスピーカユニット１３２をヘッドマウントディスプレイ
ユニット１１０に結合すると自動的に起動されてもよく、又はユーザの選択によって起動
されてもよい。ノイズキャンセルにより、ユーザによる現実環境からのサウンドの聞こえ
を更に抑制することによって、仮想現実エクスペリエンスを提供することができる。ノイ
ズキャンセルは起動されなくてもよく、又は音響透過性を起動することなく起動されても
よい（例えば、第６の動作６６０及び第７の動作６７０の一方、他方、又は両方が実行さ
れてもよい）ことに留意されたい。
【００７１】
　方法６００の変形例では、取り外し可能なスピーカユニット１３２の位置を判定し（す
なわち、第１の動作６１０）、それに基づくＨＭＤスピーカ１１８の音量１１８ｖを変更
する（すなわち、第２の動作６２０）、第１の動作６１０及び第２の動作６２０は省略さ
れてもよい。そのような場合、ゼロ位置を判定することに基づいて、又は結合されると、
取り外し可能なスピーカユニット１３２の音量１３２ｖを増大させ（すなわち、第３の動
作６３０）、ＨＭＤスピーカ１１８の音量１１８ｖを減少させる（すなわち、第４の操作
６４０）、第３の動作６３０及び第４の動作６４０はなおも実行される。
【００７２】
　方法６００、及びその前述の変形例は、例えば、第３の動作５３０において、前述の方
法５００と併せて使用されてもよい。
【００７３】
　図７Ａ～図７Ｂを参照すると、取り外し可能なスピーカユニット１３２は、ヘッドマウ
ントディスプレイユニット１１０に結合される前に、サウンドを出力するように構成され
てもよい。例えば、取り外し可能なスピーカユニット１３２は、ヘッドマウントディスプ
レイユニットに結合されていることとは無関係に（例えば、内部電池、又は電源への有線
接続を有することによって）電力供給されてもよい。そのようなシナリオでは、ヘッドマ
ウントディスプレイユニット１１０のＨＭＤスピーカ１１８、及び取り外し可能なスピー
カユニット１３２は、取り外し可能なスピーカユニット１３２がヘッドマウントディスプ
レイユニット１１０に結合される前などに、ユーザが体験する音量の変動を制限するよう
にサウンド出力をブレンドしてもよい。
【００７４】
　ヘッドマウントディスプレイユニット１１０のＨＭＤスピーカ１１８、及び取り外し可
能なスピーカユニット１３２は、（例えば、取り外し可能なスピーカユニット１３２が互
いに結合されているときの）オーディオヘッドセット１３０の動き、及び／又は取り外し
可能なスピーカユニット１３２の動きに個別に従って、サウンドを出力する。例えば、取
り外し可能なスピーカユニット１３２がヘッドマウントディスプレイユニット１１０から
比較的遠い距離にある場合、ＨＭＤスピーカ１１８のみからサウンドを出力する。取り外
し可能なスピーカユニット１３２がヘッドマウントディスプレイユニット１１０のより近
くに移動すると、取り外し可能なスピーカユニット１３２は、ヘッドマウントディスプレ
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イユニット１１０のＨＭＤスピーカ１１８及び取り外し可能なスピーカユニット１３２の
両方から同時に発せられているサウンドがユーザに聞こえるように、音量を増大させても
よい。取り外し可能なスピーカユニット１３２がヘッドマウントディスプレイユニット１
１０の更に近くに移動すると、例えば、取り外し可能なスピーカユニット１３２をそれに
結合するために、ＨＭＤスピーカ１１８及び取り外し可能なスピーカユニット１３２は、
ＨＭＤスピーカ１１８からの音量を減少させることによって音量変動を制限するように、
協働してサウンド出力を提供する一方で、同時に、取り外し可能なスピーカユニット１３
２からの音量を増大させ、次いで減少させることができる。これは、ユーザが知覚する音
量の変動を、ユーザが知覚する音量の変動を制限するのに役立ち得る。
【００７５】
　図７Ａは、取り外し可能なスピーカユニット１３２がオーディオヘッドセット１３０に
結合可能である所定の結合位置までの取り外し可能なスピーカユニット１３２の距離の関
数として、ＨＭＤスピーカ１１８及び取り外し可能なスピーカユニット１３２から出力さ
れるサウンドの音量のプロットを示す。プロットに沿って右方向に移動することが、取り
外し可能なスピーカユニット１３２を結合位置に向かって移動させることを反映するよう
に、ゼロ距離（すなわち、結合位置における）がプロットの右側に示されている。
【００７６】
　図示するように、取り外し可能なスピーカユニット１３２とヘッドマウントディスプレ
イユニット１１０上の結合位置との間の比較的遠くの距離において、取り外し可能なスピ
ーカユニット１３２がサウンドを出力しない間、ＨＭＤスピーカ１１８は音量１１８ｖで
サウンドを出力する。そのような比較的遠くの距離では、ＨＭＤスピーカ１１８の音量１
１８ｖは、そのような距離から無関係であってもよく、及び／又は一定であってもよい。
取り外し可能なスピーカユニット１３２が結合位置の更に近くに移動すると、ＨＭＤスピ
ーカ１１８の音量１１８ｖは減少し得る一方で、取り外し可能なスピーカユニット１３２
の音量１３２ｖは増大する。そのようなより近い距離では、ユーザは、ＨＭＤスピーカ１
１８及び取り外し可能なスピーカユニット１３２の両方からの出力からサウンドを聞くこ
とができる。取り外し可能なスピーカユニットがユーザの耳Ｅの上方でヘッドマウントデ
ィスプレイユニット１１０に結合するゼロ距離に移動するときなどの近い距離では、ＨＭ
Ｄスピーカ１１８によって出力される音量１１８ｖはゼロに減少し、一方、取り外し可能
なスピーカユニット１３２の音量１３２ｖは最終出力レベルまで減少し得る。取り外し可
能なスピーカユニット１３２の音量１３２ｖの減少は、例えば、ハウジング１３４又は取
り外し可能なスピーカユニット１３２のパッド２４６がユーザの耳Ｅに係合することによ
る、現実環境から知覚され得る減少した距離及び／又はサウンド分離のために、そうでな
ければユーザが知覚し得る音量の増大を考慮することができる。
【００７７】
　図７Ｂは、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０に対する（例えば、ヘッドマウ
ントディスプレイユニット１１０上の結合位置に対する）オーディオヘッドセット１３０
及び／又は取り外し可能なスピーカユニット１３２の位置に個別に従って、ＨＭＤスピー
カ１１８及び取り外し可能なスピーカユニット１３２からサウンドを出力するための方法
７００を示す。方法７００は、例えば、コントローラ１５０、並びにヘッドマウントディ
スプレイユニット１１０及び取り外し可能なスピーカユニット１３２の様々なセンサを用
いて実行されてもよい。取り外し可能なスピーカユニット１３２のうちの１つのみに関連
して説明されているが、方法７００は、取り外し可能なスピーカユニット１３２及びオー
ディオヘッドセット１３０のそれぞれに適用可能であることを理解されたい。
【００７８】
　第１の動作７１０では、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０に対する取り外し
可能なスピーカユニット１３２の位置（例えば、その上の所定の結合位置）が判定され、
それによって、方法６００の第１の動作６１０について上述した方法で実行することがで
きる。
【００７９】
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　第２の動作７２０では、比較的遠くにある（例えば、閾値距離よりも大きい）ヘッドマ
ウントディスプレイユニット１１０に対する取り外し可能なスピーカユニット１３２の位
置に基づいて、ＨＭＤスピーカ１１８はサウンドを出力し（すなわち、音量１１８ｖはゼ
ロより大きい）、一方、取り外し可能なスピーカユニット１３２はサウンドを出力しない
（すなわち、音量１３２ｖはゼロである）。コントローラ１５０は、オーディオ信号及び
／又は電力をＨＭＤスピーカ１１８に送信させて、そこからサウンドを出力させることが
できる。ＨＭＤスピーカ１１８からのサウンド出力には、仮想又は複合現実エクスペリエ
ンスに関連するものなどの聴覚コンテンツを含む。
【００８０】
　第３の動作７３０では、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０に対する取り外し
可能なスピーカユニット１３２の位置が中間範囲にあり（例えば、閾値距離を下回り、第
２の閾値を上回る）、かつ、減少していることに基づいて、ＨＭＤスピーカ１１８の音量
１１８ｖは減少され、一方、取り外し可能なスピーカユニット１３２の音量１３２ｖは、
同時に増大する。コントローラ１５０は、オーディオ信号及び／又は電力をＨＭＤスピー
カ１１８及び取り外し可能なスピーカユニット１３２に送信させることができる。
【００８１】
　第４の動作７４０では、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０に対する取り外し
可能なスピーカユニット１３２の位置が近接しており（例えば、ゼロ距離までの第２の閾
値距離を下回る）、かつ、ゼロ距離まで減少していることに基づいて、ＨＭＤスピーカ１
１８の音量１１８ｖはゼロに減少され、取り外し可能なスピーカユニット１３２の音量１
３２ｖはゼロ以外の値にわずかに減少される。コントローラ１５０は、オーディオ信号及
び／又は電力をＨＭＤスピーカ１１８に送信させて、そこからサウンドを出力させること
ができる。
【００８２】
　第５の動作７５０では、取り外し可能なスピーカユニット１３２がヘッドマウントディ
スプレイユニット１１０に結合されている間、取り外し可能なスピーカユニット１３２は
、ゼロよりも大きい音量１３２ｖでサウンド出力をユーザに提供し続け、一方、ＨＭＤス
ピーカ１１８はサウンドをユーザに提供しない。
【００８３】
　第６の動作７６０では、方法６００の第６の動作６７０について前述したように、取り
外し可能なスピーカユニット１３２の音響透過性が起動されてもよい。
【００８４】
　第７の動作７７０では、方法６００の第７の動作６７０について前述したように、取り
外し可能なスピーカユニット１３２のノイズキャンセルが起動されてもよい。
【００８５】
　方法６００の態様は、方法７００に組み込まれてもよく、この場合、ＨＭＤスピーカ１
１８の音量１１８ｖは、そこから発せられるサウンドで取り外し可能なスピーカユニット
１３２の動きをシミュレートするように変化し得ることに留意されたい。例えば、第２の
動作７２０では、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０上の結合位置の近くに移動
している取り外し可能なスピーカユニット１３２をシミュレートするために音量１１８ｖ
を増大させてもよく、第３の動作７３０では、増大させても一定のままであってもよい。
更に、方法７００は、例えば、第３の動作５３０において、前述の方法５００と併せて使
用されてもよい。
【００８６】
　図８Ａ～図８Ｂを参照すると、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０から取り外
されたときにサウンドを出力するように構成された取り外し可能なスピーカユニット１３
２の場合、取り外し可能なスピーカユニット１３２によって出力されるサウンドのイコラ
イゼーションは、取り外し可能なスピーカユニット１３２からヘッドマウントディスプレ
イユニット１１０（例えば、その上の結合位置）までの距離に従って変化し得る。例えば
、取り外し可能なスピーカユニット１３２がヘッドマウントディスプレイユニット１１０
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の近くに移動すると、低い周波数の（例えば、バスレンジの）サウンドのゲインが増大し
、より高い周波数のサウンドのゲインが減少し得る。低い周波数でゲインを減少させ、よ
り高い周波数でゲインを増大させることにより、より高い周波数のサウンドに対する電力
出力を集中させ、それによって一般に、所与の音量出力に対して低周波数サウンドよりも
電力消費が少なくなる。取り外し可能なスピーカユニット１３２の電力出力は、ポータブ
ル／取り外し可能な性質（例えば、バッテリで電力供給されている）、及び／又は一次使
用ケース（例えば、ユーザの耳Ｅにごく近接して保持されている）ことに起因して制限さ
れ得るため、このようにしてイコライゼーションすることにより、イコライゼーションが
行われなかった場合よりも取り外し可能なスピーカユニット１３２が比較的遠くの距離に
ある間、ユーザがより大きなサウンドを体験することを可能にし得る。
【００８７】
　図８Ａを参照すると、取り外し可能なスピーカユニット１３２によって出力される低い
周波数サウンドのゲインは、低周波数ゲイン８３２Ｌと呼ばれ、一方、取り外し可能なス
ピーカユニット１３２によって出力されるより高い周波数のサウンドのゲインは、高周波
数ゲイン８３２Ｈと呼ばれる。低周波数ゲイン８３２Ｌ及び高周波数ゲイン８３２Ｈは、
Ｙ軸がゲインであり、Ｘ軸が取り外し可能なスピーカユニット１３２とヘッドマウントデ
ィスプレイユニット１１０との間の距離（例えば、その上の結合位置）であり、右側で距
離がゼロである（すなわち、取り外し可能なスピーカユニット１３２は、プロットに沿っ
て右方向に移動する結合位置により近づくように移動する）プロットによって表される。
【００８８】
　取り外し可能なスピーカユニット１３２とヘッドマウントディスプレイユニット１１０
との間が比較的遠い距離において、低周波数ゲイン８３２Ｌは、１を下回り、例えば、ゼ
ロから開始する。距離が減少するにつれて、例えば、ユーザが取り外し可能なスピーカユ
ニット１３２をヘッドマウントディスプレイユニット１１０に向かって（例えば、ユーザ
の耳Ｅの上方の結合位置まで）移動させるときなどに、低周波数ゲインは増大し、例えば
、１で終了する。逆に、高周波数ゲイン８３２Ｈは、比較的遠くの距離で１を上回り、距
離が減少するにつれて減少し、例えば、１で終了する。その結果、比較的遠くの距離では
、低周波数ゲイン８３２Ｌは１を下回り、高周波数ゲイン８３２Ｈは１を上回り、低周波
数ゲイン８３２Ｌと高周波数ゲイン８３２Ｈとの差は、距離が減少するにつれて減少し、
例えば、その差はゼロで終了する。
【００８９】
　その代わりに又は加えて、比較的近い距離では、取り外し可能なスピーカユニット１３
２がユーザの手の中にあり、それに結合されるヘッドマウントディスプレイユニット１１
０に向かって移動されているときなどに、低周波数サウンドに対するゲインが、比較的近
い距離で１を上回って増大されてもよい。そのような低周波数サウンドは、取り外し可能
なスピーカユニット１３２がユーザによって保持されたときにロールオフする（例えば、
減衰される）傾向を有してもよく、そのような低周波数サウンドに対するゲインを増加さ
せることにより、より平坦なサウンド、又はより平坦なサウンドの知覚をユーザに提供す
ることができる。したがって、再び図８Ａを参照すると、取り外し可能なスピーカユニッ
ト１３２によって出力される低周波数サウンドの代替ゲインは、低周波数ゲイン８３２Ｌ
’と呼ばれる。取り外し可能なスピーカユニット１３２とヘッドマウントディスプレイユ
ニット１１０との間が比較的近い距離において、低周波数ゲイン８３２Ｌ’は、１を上回
って増大してもよく、距離が減少するにつれて、例えば、１に向かって及び／又は１まで
、漸進的（図示するように）又は階段状に減少してもよい。比較的遠い距離では、低周波
数ゲイン８３２Ｌ’は、低周波数ゲイン８３２Ｌと同じであってもよく（例えば、ゼロな
どにおいて、１を下回って開始し、距離が減少するにつれて増大する）、又は（例えば、
１である）他の値であってもよい。
【００９０】
　図８Ｂは、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０に対する（例えば、ヘッドマウ
ントディスプレイユニット１１０上の結合位置に対する）オーディオヘッドセット１３０
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及び／又は取り外し可能なスピーカユニット１３２の位置に個別に従って、イコライゼー
ションオーディオ信号処理を使用して、取り外し可能なスピーカユニット１３２からサウ
ンドを出力するための方法８００を示す。方法８００は、例えば、コントローラ１５０、
並びにヘッドマウントディスプレイユニット１１０及び取り外し可能なスピーカユニット
１３２の様々なセンサを用いて実行されてもよい。取り外し可能なスピーカユニット１３
２のうちの１つのみに関連して説明されているが、方法８００は、取り外し可能なスピー
カユニット１３２及びオーディオヘッドセット１３０のそれぞれに適用可能であることを
理解されたい。方法８００は、イコライゼーション方法又はイコライゼーションオーディ
オ信号処理方法と呼ばれてもよく、単独で及び／又は方法７００と併せて使用されてもよ
い。
【００９１】
　第１の動作８１０では、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０に対する取り外し
可能なスピーカユニット１３２の位置（例えば、その上の所定の結合位置）が判定され、
それによって、方法６００の第１の動作６１０について上述した方法で実行することがで
きる。
【００９２】
　第２の動作８２０では、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０に対する取り外し
可能なスピーカユニット１３２の位置が比較的遠い（例えば、閾値距離よりも大きい）こ
とに基づいて、低周波数ゲイン８３２Ｌは１を下回り、及び／又は高周波数ゲイン８３２
Ｈは１を上回り、低周波数ゲイン８３２Ｌ及び／又は高周波数ゲイン８３２Ｈに従って、
取り外し可能なスピーカユニット１３２からサウンドが出力される。コントローラ１５０
は、例えば図８Ａに示すように、低周波数ゲイン８３２Ｌ及び高周波数ゲイン８３２Ｈを
調整し、オーディオ信号及び／又は電力を取り外し可能なスピーカユニット１３２に送信
させて、そのような調整されたゲインに従ってそこからサウンドを出力させることができ
る。出力サウンドは、仮想又は複合現実エクスペリエンスに関連するものなどの聴覚コン
テンツを含んでもよい。
【００９３】
　第３の動作８３０では、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０に対する取り外し
可能なスピーカユニット１３２の位置が中間範囲にあり（例えば、閾値距離を下回り、第
２の閾値を上回る）、かつ、減少していることに基づいて、低周波数ゲイン８３２Ｌは増
大し、及び／又は高周波数ゲイン８３２Ｈは減少し、（調整された）低周波数ゲイン８３
２Ｌ及び／又は高周波数ゲイン８３２Ｈに従って、取り外し可能なスピーカユニット１３
２からサウンドが出力される。コントローラ１５０は、例えば図８Ａに示すように、低周
波数ゲイン８３２Ｌ及び高周波数ゲイン８３２Ｈを調整し、オーディオ信号及び／又は電
力を取り外し可能なスピーカユニット１３２に送信させて、そのような調整されたゲイン
に従ってそこからサウンドを出力させることができる。
【００９４】
　第４の動作８４０では、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０に対する取り外し
可能なスピーカユニット１３２の位置が比較的近い範囲（例えば、第２の閾値を下回る）
にあり、かつ、減少していることに基づいて、低周波数ゲインは、１を上回って任意選択
的に増大してもよく、その後、距離がゼロまで減少するにつれて１に向かって更に任意選
択的に減少してもよい。コントローラ１５０は、低周波数ゲイン８３２Ｌ’を調整し、オ
ーディオ信号及び／又は電力を取り外し可能なスピーカユニット１３２に送信させて、そ
のようなゲインに従ってサウンドを出力させることができる。
【００９５】
　図９Ａ～図９Ｂを参照すると、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０から取り外
されたときにサウンドを出力するように構成された取り外し可能なスピーカユニット１３
２の場合、取り外し可能なスピーカユニット１３２によって出力されるサウンドのダイナ
ミックレンジは、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０（例えば、その上の結合位
置）に対する取り外し可能なスピーカユニット１３２の距離に従って変化させることがで
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きる。ダイナミックレンジは、一般に、大きなサウンドと穏やかなサウンドとの間の音量
範囲を指すが、一方、ダイナミックレンジ圧縮は、より大きなサウンドの音量を減少し、
及び／又はより静かなサウンドを増幅するオーディオ信号処理を指す。例えば、取り外し
可能なスピーカユニット１３２がヘッドマウントディスプレイユニット１１０のより近く
に移動すると、ダイナミックレンジ圧縮を減少したレベルで適用することができ、それに
よって、比較的遠い距離ではより低いダイナミックレンジ、及びより低い距離ではより高
いダイナミックレンジをもたらす。このようにダイナミックレンジ圧縮を適用することに
より、例えば、比較的遠くの距離で、ユーザが、より多くのサウンドを聞くこと、及び／
又は取り外し可能なスピーカユニット１３２から一貫したより大きな音量を体験すること
を可能にすることができる。
【００９６】
　図９Ａを参照すると、取り外し可能なスピーカユニットによって出力されるサウンドの
ダイナミックレンジ９３２Ｒは、取り外し可能なスピーカユニット１３２とヘッドマウン
トディスプレイユニット１１０との間の距離（例えば、その上の結合位置）の関数として
示されている。距離が減少するにつれて、ダイナミックレンジ９３２Ｒが増大するように
、より少ないダイナミック圧縮が適用される。
【００９７】
　図９Ｂは、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０に対する（例えば、ヘッドマウ
ントディスプレイユニット１１０上の結合位置に対する）オーディオヘッドセット１３０
及び／又は取り外し可能なスピーカユニット１３２の位置に個別に従って、ダイナミック
レンジ圧縮オーディオ信号処理を使用して、取り外し可能なスピーカユニット１３２から
サウンドを出力するための方法９００を示す。方法９００は、例えば、コントローラ１５
０、並びにヘッドマウントディスプレイユニット１１０及び取り外し可能なスピーカユニ
ット１３２の様々なセンサを用いて実行されてもよい。取り外し可能なスピーカユニット
１３２のうちの１つのみに関連して説明されているが、方法９００は、取り外し可能なス
ピーカユニット１３２及びオーディオヘッドセット１３０のそれぞれに適用可能であるこ
とを理解されたい。方法９００は、ダイナミックレンジ圧縮方法又はダイナミックレンジ
圧縮オーディオ信号処理方法と呼ばれてもよく、単独で、並びに／又は方法７００及び／
若しくは方法８００と併せて使用されてもよい。
【００９８】
　第１の動作９１０では、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０に対する取り外し
可能なスピーカユニット１３２の位置（例えば、その上の所定の結合位置）が判定され、
それによって、方法６００の第１の動作６１０について上述した方法で実行することがで
きる。
【００９９】
　第２の動作９２０では、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０に対する取り外し
可能なスピーカユニット１３２の位置が比較的遠い（例えば、閾値距離よりも大きい）こ
とに基づいて、比較的高いレベルのダイナミックレンジ圧縮が適用されて、比較的低いダ
イナミックレンジを達成する。コントローラ１５０は、例えば、図９Ａに示されるダイナ
ミックレンジ９３２Ｒを達成するためにダイナミックレンジ圧縮を適用し、オーディオ信
号及び／又は電力を取り外し可能なスピーカユニット１３２に送信させて、そのようなダ
イナミックレンジに従ってそこからサウンドを出力させることができる。出力サウンドは
、仮想又は複合現実エクスペリエンスに関連するものなどの聴覚コンテンツを含んでもよ
い。
【０１００】
　第３の動作９３０では、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０に対する取り外し
可能なスピーカユニット１３２の位置が中間範囲にあり（例えば、閾値距離を下回る）、
かつ、減少していることに基づいて、適用されるダイナミックレンジ圧縮のレベルが減少
されて、比較的高いダイナミックレンジを達成する。コントローラ１５０は、例えば、図
９Ａに示されるダイナミックレンジ９３２Ｒを達成するためにダイナミックレンジ圧縮を
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適用し、オーディオ信号及び／又は電力を取り外し可能なスピーカユニット１３２に送信
させて、そのようなダイナミックレンジに従ってそこからサウンドを出力させることがで
きる。
【０１０１】
　図１０Ａ～図１０Ｄを参照すると、ディスプレイシステム１００は、オーディオヘッド
セット１３０に関連付けられた視覚的インジケータ１０６０を表示するように構成されて
もよい。例えば、取り外し可能なスピーカユニット１３２がヘッドマウントディスプレイ
ユニット１１０に結合される前に、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０は、オー
ディオヘッドセット１３０に空間的に近接していてもよい、アニメーション、アイコン、
又は他のインジケータなどの視覚的インジケータ１０６０を含む視覚コンテンツを提供す
ることができる。視覚的インジケータ１０６０は、オーディオヘッドセット１３０のサウ
ンド出力能力を示唆するか、若しくは別の方法で示すことができ、及び／又はその使用の
ための命令を提供してもよい。ディスプレイシステム１００及びその構成要素（例えば、
ヘッドマウントディスプレイユニット１１０及びオーディオヘッドセット１３０）に関連
して説明されているが、図１０Ａ～図１０Ｄに関して説明される概念及び方法は、ディス
プレイシステム２００、３００、４００に適用可能である。
【０１０２】
　例えば、図１０Ａでは、ユーザは、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０のディ
スプレイスクリーン１１４を見ることができ、視野内のオーディオヘッドセット１３０を
（例えば、上述のようなビデオ又は光学パススルーを介して）複合現実エクスペリエンス
内の現実オブジェクト、又は仮想現実エクスペリエンスにおける仮想オブジェクトとして
見ることができ、ここでオーディオヘッドセット１３０は、レンダリングされたグラフィ
ックによって描かれる。例示目的のために、オーディオヘッドセット１３０は、現実環境
のテーブル上に配置されている。図１０Ｂに示すように、ディスプレイスクリーン１１４
はまた、例えば、オーディオヘッドセット１３０を取り囲む及び／又は重ね合わせるなど
、それに近接して描かれることによって、オーディオヘッドセット１３０に視覚的に関連
付けられ得る視覚的インジケータ１０６０を表示することができる。
【０１０３】
　視覚的インジケータ１０６０は、オーディオヘッドセット１３０のオーディオ能力及び
／若しくは使用を示唆するか、又は他の方法で通信する。一実施例では、視覚的インジケ
ータは、（図示されるような）音波、従来のヘッドホンの描写、又はオーディオヘッドセ
ット１３０のオーディオ能力若しくは使用を連想させる他のアイコンなどの、オーディオ
関連アイコンである。その代わりに又は加えて、視覚的インジケータ１０６０は、オーデ
ィオヘッドセット１３０から発せられている音波などのアニメーションであってもよい。
視覚的インジケータ１０６０（例えば、音波のアニメーション）の動き及び／又は強度は
、例えば、サウンドが出力されていることに応じて外観を変更することによって、それに
関連するサウンドに相関させることができる。例えば、視覚的インジケータ１０６０は、
サウンド又は音楽のビートに従って（例えば、サウンドのより速い又は遅いビートにそれ
ぞれ従って、より速く又は遅く）、又は音波イベントの強度に従って（例えば、爆発など
の大きなサウンド及び／若しくは強いサウンドを生成すると予想される現実又は仮想イベ
ントと一致して、サイズが大きくなる及び／又はより速く脈動する）、視覚的に脈動して
もよい。
【０１０４】
　視覚的インジケータ１０６０は、オーディオヘッドセット１３０及び／又は取り外し可
能なスピーカユニット１３２に個別に対して、空間的に近接して（例えば、ごく近接して
、重なり合って、及び／又はその周囲に）配置されてもよい。オーディオヘッドセット１
３０の位置は、例えば、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０のセンサ（例えば、
オーディオヘッドセット１３０のビデオ認識用のカメラ１１６、若しくは動きセンサ１２
０）、及び／又は取り外し可能なスピーカユニット１３２の検知電子機器１３８ｄ（例え
ば、カメラ、動きセンサなど）を使用することによって、上述の方法で判定することがで
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きる。
【０１０５】
　視覚的インジケータ１０６０又はその変形例は、例えば、オーディオヘッドセット１３
０を使用する方法を示す１つ以上の図を表示して、オーディオヘッドセット１３０を使用
する方法を示唆するか、又は別の方法で通信することができる。図１０Ｃを参照すると、
例えば、取り外し可能なスピーカユニット１３２がユーザの視野内にないとき、視覚的イ
ンジケータ１０７０は、取り外し可能なスピーカユニット１３２をヘッドマウントディス
プレイユニット１１０上の結合位置に移動させる際にユーザを案内することができる。視
覚的インジケータ１０７０は、取り外し可能なスピーカユニット１３２を表すイラスト１
０７０ａと、結合位置を表す別のイラスト１０７０ｂとを含む。イラスト１０７０ａ、１
０７０ｂは、取り外し可能なスピーカユニット１３２とヘッドマウントディスプレイユニ
ット１１０上の結合位置との間の物理的空間配置を表す互いに対する空間的関係で表示さ
れてもよく、それによって、取り外し可能なスピーカユニット１３２を結合するために必
要とされる移動をユーザに通信する。例えば、図示するように、イラスト１０７０ａ（す
なわち、取り外し可能なスピーカユニット１３２を表す）は、イラスト１０７０ｂ（すな
わち、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０上の結合位置を表す）の下方向かつ右
方向に配置され、それによって、右側の取り外し可能なスピーカユニット１３２が結合位
置の前方かつより下方にあることを表すことができる。視覚的表示１０７０は、代わりに
又は加えて、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０に結合されるために取り外し可
能なスピーカユニット１３２を移動させる場所をユーザに指示する、図像（例えば、矢印
）、テキスト（例えば、書かれたテキスト）、及び／又は（例えば、イラスト１０７０ｂ
に向かうイラスト１０７０ａの動きを描く）アニメーションを含んでもよい。
【０１０６】
　図１０Ｄを参照すると、ディスプレイシステムで視覚コンテンツを提供するための、特
に、オーディオ出力デバイスに関連する視覚的インジケータを提供するための方法１００
０。ディスプレイシステムは、例えば、ディスプレイシステム１００、２００、３００、
４００のうちの１つであってもよい。方法１０００は、例えば、コントローラ１５０、並
びにヘッドマウントディスプレイユニット１１０及び取り外し可能なスピーカユニット１
３２の様々なセンサを用いて実行されてもよい。簡略化のために、方法１０００は、ディ
スプレイシステム１００に関連して説明されているが、ディスプレイシステム２００、３
００、４００に適用可能であることを理解されたい。加えて、以下の取り外し可能なスピ
ーカユニット１３２に関して一般に説明されているが、方法１０００は、取り外し可能な
スピーカユニット１３２、オーディオヘッドセット１３０、又は外部スピーカなどの別の
オーディオ出力デバイスのそれぞれに適用可能であることを理解されたい。
【０１０７】
　第１の動作１０１０では、オーディオ出力デバイス（例えば、オーディオヘッドセット
１３０、取り外し可能なスピーカユニット１３２、又は他のオーディオ出力デバイス）の
位置が判定される。オーディオ出力デバイスの位置は、ヘッドマウントディスプレイユニ
ット１１０に向かう動き、及び又はそれらの間の近接性の変化を検出することなどによっ
て、（例えば、取り外し可能なスピーカユニット１３２がヘッドマウントディスプレイユ
ニット１１０に結合されていることとは無関係に電力供給される場合）カメラ１１６、又
は取り外し可能なスピーカユニット１３２の検知電子機器１３８ｄから受信したビデオを
処理することなどによって、例えば、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０のセン
サを使用して、コントローラ１５０によって判定されてもよい。
【０１０８】
　第２の動作１０２０では、オーディオ出力デバイスがヘッドマウントディスプレイユニ
ットの視野内にある間、視覚的インジケータ１０６０は、オーディオ出力デバイスに空間
的に近接して表示される。例えば、コントローラ１５０は、第１の動作１０１０で判定さ
れた位置に従って、ディスプレイスクリーン１１４で視覚的インジケータ１０６０を表示
するために、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０に表示信号を送信してもよい。
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視覚的インジケータ１０６０は、上述したように、オーディオ出力デバイスのオーディオ
特性（例えば、ヘッドホンなどのオーディオデバイスの音波若しくはタイプに似たアイコ
ン又はアニメーションを示す）、及び／又はオーディオ出力デバイスを使用するための（
例えば、取り外し可能なスピーカユニット１３２をヘッドマウントディスプレイユニット
１１０に結合するための）指示を、ユーザに視覚的に通信することができる。ヘッドマウ
ントディスプレイユニット１１０の視野は、ユーザが所与の時間に見ることができる現実
環境の一部分である。
【０１０９】
　第３の動作１０３０では、オーディオ出力デバイスがディスプレイスクリーン１１４の
視界の外側にあるとき、視覚的インジケータ１０７０は、ヘッドマウントディスプレイユ
ニットへの（例えば、取り外し可能なスピーカユニット１３２の結合位置への）オーディ
オ出力デバイスの物理的近接性を示すように表示される。例えば、コントローラ１５０は
、第１の動作１０１０で判定された位置に従って、ディスプレイスクリーン１１４で視覚
的インジケータ１０７０を表示するために、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０
に表示信号を送信してもよい。上述のように、視覚的インジケータ１０７０は、取り外し
可能なスピーカユニット１３２を表すイラスト１０７０ａと、ヘッドマウントディスプレ
イユニット１１０上の結合位置に対する取り外し可能なスピーカユニット１３２の物理的
空間的関係（例えば、物理的近接性）を表す、それに対する空間的関係における結合位置
を表すイラスト１０７０ｂと、を含んでもよい。第２の動作１０２０及び第３の動作１０
３０の一方、他方、又は両方が実行されてもよいことに留意されたい。
【０１１０】
　第２の動作１０２０（すなわち、オーディオ出力デバイスが視野内にあるとき）、及び
／又は第３の動作１０３０（すなわち、オーディオ出力デバイスが視野外にあるとき）と
同時に生じ得る、第４の動作１０４０では、仮想聴覚コンテンツは、ＨＭＤスピーカ１１
８によって出力されてもよく、それによって、オーディオ出力デバイスから発せられてい
るサウンドを空間的にシミュレートすることができる（例えば、オーディオ出力デバイス
の左右の向き及び／又は距離をそれぞれ表すために、左から右へ空間的にバランスされて
おり、及び／又は音量が変化している）。仮想聴覚コンテンツは、視覚的インジケータ１
０６０又は視覚的インジケータ１０７０に対応してもよく、例えば、その表示と時間的に
一致してもよい。
【０１１１】
　方法１０００は、視覚的インジケータ１０６０、１０７０の両方を提供するものとして
説明されているが、方法１０００は代わりに、視覚的インジケータ１０６０、１０７０の
うちの１つのみを提供するための動作を含んでもよい。
【０１１２】
　上述したように、方法１０００は、オーディオヘッドセット１３０以外のオーディオ出
力デバイス、又はディスプレイシステム１００に関連付けられた取り外し可能なスピーカ
ユニット１３２を用いて使用されてもよい。例えば、別のオーディオ出力デバイスは、ヘ
ッドマウントディスプレイユニットに物理的に結合可能ではない外部スピーカであっても
よい。
【０１１３】
　更に、方法１０００は、上述の方法５００、６００、７００と併せて使用されてもよい
。例えば、方法５００、６００、７００、８００、９００を用いて説明したように、視覚
的インジケータ１０６０、１０７０は、ＨＭＤスピーカ１１８及び／又は取り外し可能な
スピーカユニット１３２からのサウンド出力と同時に表示されてもよい。
【０１１４】
　図１１を参照すると、コントローラ１５０は、図示及び記載されたハードウェア構成、
又は他の好適な構成を有してもよい。コントローラ１５０は、プロセッサ１１５１、メモ
リ１１５２、記憶装置１１５３、通信インタフェース１１５４、及びその間の通信のため
にそのような構成要素又はデバイスを接続するバス１１５５を含んでもよい。プロセッサ
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１１５１は、コンピュータプログラム命令を実行し、そのような命令によって記述された
動作を実行するように動作可能である。一例として、プロセッサ１１５１は、中央処理ユ
ニット、又は他の従来の処理デバイスであってもよい。メモリ１１５２は、揮発性高速短
期情報記憶デバイス（例えば、ランダムアクセスメモリモジュール）であってもよい。記
憶装置１１５３は、不揮発性情報記憶装置（例えば、ハードドライブ）であってもよい。
通信インタフェース１１５４は、例えば、ヘッドマウントディスプレイユニット１１０及
び／又はオーディオヘッドセット１３０への、及び／又は、そこからの信号を（例えば、
有線で又は無線で）送信及び／又は受信するように構成されている。
【０１１５】
　物理的環境とは、人々が電子システムの助けなしに、感知及び／又は相互作用すること
ができる物理的世界を指す。物理的な公園などの物理的環境には、物理的な木々、物理的
な建物、及び物理的な人々などの物理的物品が挙げられる。人々は、視覚、触覚、聴覚、
味覚、及び臭覚などを介して、物理的環境を直接感知し、及び／又はそれと相互作用する
ことができる。
【０１１６】
　対照的に、コンピュータ生成現実（computer-generated reality、ＣＧＲ）環境は、人
々が電子システムを介して感知及び／又は相互作用する全体的又は部分的にシミュレーシ
ョンされた環境を指す。ＣＧＲでは、人の身体運動のサブセット又はその表現が追跡され
、それに応答して、ＣＧＲ環境内でシミュレートされた１つ以上の仮想オブジェクトの１
つ以上の特性が、少なくとも１つの物理学の法則でふるまうように調整される。例えば、
ＣＧＲシステムは、人の頭部の回転を検出し、それに応答して、そのようなビュー及び音
が物理的環境においてどのように変化し得るかと同様の方法で、人に提示されるグラフィ
ックコンテンツ及び音場を調整することができる。状況によっては（例えば、アクセス性
の理由から）、ＣＧＲ環境における仮想オブジェクト（単数又は複数）の特性（単数又は
複数）に対する調整は、身体運動の表現（例えば、音声コマンド）に応じて行われてもよ
い。
【０１１７】
　人は、視覚、聴覚、触覚、味覚及び嗅覚を含むこれらの感覚のうちのいずれか１つを使
用して、ＣＧＲオブジェクトを感知し、かつ／又はＣＧＲオブジェクトと相互作用しても
よい。例えば、人は、３Ｄ空間において点音源の知覚を提供する、３Ｄ又は空間的広がり
を有するオーディオ環境を作り出すオーディオオブジェクトを感知し、かつ／又はそれと
相互作用することができる。別の例では、オーディオオブジェクトは、コンピュータ生成
オーディオを含め、又は含めずに、物理的環境から周囲音を選択的に組み込むオーディオ
透過性を可能にすることができる。いくつかのＣＧＲ環境では、人は、オーディオオブジ
ェクトのみを感知し、及び／又はそれと相互作用することができる。
【０１１８】
　ＣＧＲの例としては、仮想現実及び複合現実が挙げられる。
【０１１９】
　仮想現実（virtual reality、ＶＲ）環境とは、１つ以上の感覚について、全面的にコ
ンピュータ生成感覚入力に基づくように設計されたシミュレーション環境を指す。ＶＲ環
境は、人が感知及び／又は相互作用することができる複数の仮想オブジェクトを含む。例
えば、木、建物、及び人々を表すアバターのコンピュータ生成画像は、仮想オブジェクト
の例である。人は、コンピュータ生成環境内に人が存在することのシミュレーションを通
じて、かつ／又はコンピュータ生成環境内での人の身体運動のサブセットのシミュレーシ
ョンを通じて、ＶＲ環境における仮想オブジェクトを感知し、かつ／又はそれと相互作用
することができる。
【０１２０】
　コンピュータ生成感覚入力に全面的に基づくように設計されたＶＲ環境とは対照的に、
複合現実（mixed reality、ＭＲ）環境は、コンピュータ生成感覚入力（例えば、仮想オ
ブジェクト）を含むことに加えて、物理的環境からの感覚入力又はその表現を組み込むよ
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うに設計されたシミュレーション環境を指す。仮想の連続体上では、複合現実環境は、一
方の端部における完全な物理的環境と、他方の端部における仮想現実環境との間であるが
これらを含まない、任意の場所である。
【０１２１】
　ＭＲ環境によっては、コンピュータ生成感覚入力は、物理的環境からの感覚入力の変更
に応答し得る。また、ＭＲ環境を提示するためのいくつかの電子システムは、仮想オブジ
ェクトが現実のオブジェクト（すなわち、物理的環境からの物理的物品又はその表現）と
相互作用することを可能にするために、物理的環境に対する所在場所及び／又は向きを追
跡することができる。例えば、システムは、仮想の木が物理的な地面に対して静止して見
えるように、動きを考慮することができる。
【０１２２】
　複合現実の例としては、拡張現実及び拡張仮想が挙げられる。
【０１２３】
　拡張現実（augmented reality、ＡＲ）環境は、１つ以上の仮想オブジェクトが物理的
環境上又はその表現上に重ねられたシミュレーション環境を指す。例えば、ＡＲ環境を提
示するための電子システムは、人が物理的環境を直接見ることができる透明又は半透明の
ディスプレイを有してもよい。システムは、透明又は半透明のディスプレイ上に仮想オブ
ジェクトを提示するように構成されていてもよく、それによって、人はシステムを使用し
て、物理的環境上に重ねられた仮想オブジェクトを知覚する。あるいは、システムは、不
透明ディスプレイと、物理的環境の表現である、物理的環境の画像又はビデオをキャプチ
ャする１つ以上の撮像センサとを有してもよい。システムは、画像又はビデオを仮想オブ
ジェクトと合成し、その合成物を不透明なディスプレイ上に提示する。人は、システムを
使用して、物理的環境の画像又はビデオによって物理的環境を間接的に見て、物理的環境
上に重ねられた仮想オブジェクトを知覚する。本明細書で使用するとき、不透明ディスプ
レイ上に示される物理的環境のビデオは、「パススルービデオ」と呼ばれ、システムが、
１つ以上の撮像センサ（単数又は複数）を使用して、物理的環境の画像をキャプチャし、
不透明ディスプレイ上にＡＲ環境を提示する際にそれらの画像を使用することを意味する
。更に代替的に、システムは、仮想オブジェクトを、物理的環境に、例えば、ホログラム
として又は物理的表面上に投影するプロジェクションシステムを有してもよく、それによ
って、人は、システムを使用して、物理的環境上に重ねられた仮想オブジェクトを知覚す
る。
【０１２４】
　拡張現実環境はまた、物理的環境の表現がコンピュータ生成感覚情報によって変換され
るシミュレーション環境を指す。例えば、パススルービデオを提供する際に、システムは
、１つ以上のセンサ画像を変換して、撮像センサによってキャプチャされた遠近法とは異
なる選択された遠近法（例えば、視点）による面付けを行うことができる。別の例として
、物理的環境の表現は、その一部分をグラフィカルに変更（例えば、拡大）することによ
って変換されてもよく、それにより、変更された部分を元のキャプチャ画像を表すが非写
実的であるバージョンとすることができる。更なる例として、物理的環境の表現は、その
一部分をグラフィカルに除去又は曖昧化することによって変換されてもよい。
【０１２５】
　拡張仮想（augmented virtuality、ＡＶ）環境は、物理的環境からの１つ以上の感覚入
力を仮想環境又はコンピュータ生成環境が組み込むシミュレーション環境を指す。感覚入
力は、物理的環境の１つ以上の特性の表現であり得る。例えば、ＡＶパークには、仮想の
木及び仮想の建物があり得るが、顔がある人々は、物理的な人々が撮られた画像から写実
的に再現される。別の例として、仮想オブジェクトは、１つ以上の撮像センサによって撮
像された物理的物品の形状又は色を採用してもよい。更なる例として、仮想オブジェクト
は、物理的環境における太陽の位置と一致する影を採用することができる。
【０１２６】
　多種多様の電子システムが存在することによって、人が様々なＣＧＲ環境を感知し、か
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つ／又はＣＧＲ環境と相互作用できるようになる。例としては、ヘッドマウントシステム
、プロジェクションベースシステム、ヘッドアップディスプレイ（heads-up display、Ｈ
ＵＤ）、統合表示機能を有する車両ウィンドシールド、統合表示機能を有する窓、（例え
ば、コンタクトレンズと同様に）人の目の上に配置されるように設計されたレンズとして
形成されたディスプレイ、ヘッドホン／イヤフォン、スピーカアレイ、入力システム（例
えば、触覚フィードバックを有する又は有さない、ウェアラブル又はハンドヘルドコント
ローラ）、スマートフォン、タブレット、及びデスクトップ／ラップトップコンピュータ
、が挙げられる。ヘッドマウントシステムは、１つ以上のスピーカ（単数又は複数）及び
一体型不透明ディスプレイを有してもよい。あるいは、ヘッドマウントシステムは、外部
の不透明ディスプレイ（例えば、スマートフォン）を受け入れるように構成されていても
よい。ヘッドマウントシステムは、物理的環境の画像若しくはビデオをキャプチャするた
めの１つ以上の撮像センサ、及び／又は物理的環境の音声をキャプチャするための１つ以
上のマイクロフォンを組み込んでいてもよい。不透明ディスプレイではなく、ヘッドマウ
ントシステムは、透明又は半透明のディスプレイを有してもよい。透明又は半透明のディ
スプレイは、画像を表す光が人の目に向けられる媒体を有してもよい。ディスプレイは、
デジタル光投影、ＯＬＥＤ、ＬＥＤ、ｕＬＥＤ、液晶オンシリコン、レーザスキャン光源
、又はこれらの技術の任意の組み合わせを利用することができる。媒体は、光導波路、ホ
ログラム媒体、光結合器、光反射器、又はこれらの任意の組み合わせであってもよい。一
実施形態では、透明又は半透明のディスプレイは、選択的に不透明になるように構成され
ていてもよい。プロジェクションベースシステムは、グラフィック画像を人間の網膜上に
投影する網膜投影技術を採用することができる。プロジェクションシステムはまた、例え
ば、ホログラムとして、又は物理的表面上に、仮想オブジェクトを物理的環境内に投影す
るように構成されていてもよい。
【０１２７】
　上述のように、本技術の一態様は、様々なソースから入手可能なデータを収集及び使用
して、視覚コンテンツ及び出力オーディオコンテンツを表示することであり、これには、
ユーザの頭部又は目の動き又は状態に基づいてコンテンツを変化させることを含み得る。
本開示は、いくつかの例において、この収集されたデータは、特定の人を一意に特定する
個人情報データ、又は特定の人に連絡する若しくはその所在を突き止めるために使用でき
る個人情報データを含み得ることを想到している。そのような個人情報データとしては、
人口統計データ、ロケーションベースのデータ、電話番号、電子メールアドレス、ツイッ
ターＩＤ、自宅の住所、ユーザの健康又はフィットネスのレベル（例えば、バイタルサイ
ン測定値、服薬情報、運動情報）に関するデータ若しくは記録、誕生日、又は任意のその
他の識別情報若しくは個人情報を挙げることができる。
【０１２８】
　本開示は、本技術におけるそのような個人情報データの使用がユーザの利益になる使用
であり得る点を認識するものである。例えば、個人情報データを使用してコンテンツを出
力することができる。したがって、そのような個人情報データの使用により、ユーザに、
強化されたユーザエクスペリエンスを可能にする。更には、ユーザに利益をもたらす、個
人情報データに関する他の使用もまた、本開示によって想到される。例えば、健康データ
及びフィットネスデータは、ユーザの全般的なウェルネスについての洞察を提供するため
に使用することができ、あるいは、ウェルネスの目標を追求するための技術を使用してい
る個人への、積極的なフィードバックとして使用することもできる。
【０１２９】
　本開示は、そのような個人情報データの収集、分析、開示、伝送、記憶、又は他の使用
に関与するエンティティが、確固たるプライバシーポリシー及び／又はプライバシー慣行
を遵守するものとなることを想到する。具体的には、そのようなエンティティは、個人情
報データを秘密として厳重に保守するための、業界又は政府の要件を満たしているか又は
上回るものとして一般に認識されている、プライバシーのポリシー及び慣行を実施し、一
貫して使用するべきである。そのようなポリシーは、ユーザによって容易にアクセス可能
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とするべきであり、データの収集及び／又は使用が変化するにつれて更新されるべきであ
る。ユーザからの個人情報は、そのエンティティの合法的かつ正当な使用のために収集さ
れるべきであり、それらの合法的使用を除いては、共有又は販売されるべきではない。更
には、そのような収集／共有は、ユーザに告知して同意を得た後に実施されるべきである
。更には、そのようなエンティティは、そのような個人情報データへのアクセスを保護し
て安全化し、その個人情報データへのアクセスを有する他者が、それらのプライバシーポ
リシー及び手順を遵守することを保証するための、あらゆる必要な措置を講じることを考
慮するべきである。更には、そのようなエンティティは、広く受け入れられているプライ
バシーのポリシー及び慣行に対する自身の遵守を証明するために、第三者による評価を自
らが受けることができる。更には、ポリシー及び慣行は、収集及び／又はアクセスされる
具体的な個人情報データのタイプに適合されるべきであり、また、管轄権固有の考慮事項
を含めた、適用可能な法令及び規格に適合されるべきである。例えば、アメリカ合衆国で
は、特定の健康データの収集又はアクセスは、医療保険の相互運用性と説明責任に関する
法律（Health Insurance Portability and Accountability Act、ＨＩＰＡＡ）などの、
連邦法及び／又は州法によって管理することができ、その一方で、他国における健康デー
タは、他の規制及びポリシーの対象となり得るものであり、それに従って対処されるべき
である。それゆえ、各国の異なる個人データのタイプに関して、異なるプライバシー慣行
が保たれるべきである。
【０１３０】
　前述のことがらにも関わらず、本開示はまた、個人情報データの使用又は個人情報デー
タへのアクセスを、ユーザが選択的に阻止する実施形態も想到する。すなわち、本開示は
、そのような個人情報データへのアクセスを防止又は阻止するように、ハードウェア要素
及び／又はソフトウェア要素を提供することができると想到する。例えば、ユーザの頭部
又は目の状態や動きを観察する場合、本技術は、ユーザに、サービスの登録中又はその後
いつでも、個人情報データ収集への参加の「オプトイン」又は「オプトアウト」の選択を
可能にするように構成されてもよい。別の実施例では、ユーザは、ユーザの動き若しくは
状態データを提供しないように、又はユーザ観測データが観察若しくは維持される時間の
長さを制限するように選択することができる。「オプトイン」及び「オプトアウト」の選
択肢を提供することに加えて、本開示は、個人情報のアクセス又は使用に関する通知を提
供することを想到する。例えば、ユーザの個人情報データにアクセスすることとなるアプ
リのダウンロード時にユーザに通知され、その後、個人情報データがアプリによってアク
セスされる直前に再びユーザに注意してもよい。
【０１３１】
　更には、本開示の意図は、個人情報データを、非意図的若しくは無許可アクセス又は使
用の危険性を最小限に抑える方法で、管理及び処理するべきであるという点である。デー
タの収集を制限し、データがもはや必要とされなくなった時点で削除することによって、
危険性を最小限に抑えることができる。更には、適用可能な場合、特定の健康関連アプリ
ケーションにおいて、ユーザのプライバシーを保護するために、データの非特定化を使用
することができる。非特定化は、適切な場合には、特定の識別子（例えば、生年月日など
）を除去すること、記憶されたデータの量又は特異性を制御すること（例えば、位置デー
タを住所レベルよりも都市レベルで収集すること）、データがどのように記憶されるかを
制御すること（例えば、データをユーザ全体にわたって情報集約すること）及び／又は他
の方法によって、容易にすることができる。
【０１３２】
　それゆえ、本開示は、１つ以上の様々な開示された実施形態を実施するための、個人情
報データの使用を広範に網羅するものではあるが、本開示はまた、そのような個人情報デ
ータにアクセスすることを必要とせずに、それらの様々な実施形態を実施することもまた
可能であることを想到している。すなわち、本技術の様々な実施形態は、そのような個人
情報データの全て又は一部分が欠如することにより、実施不可能となるものではない。例
えば、コンテンツは、ユーザに関連付けられたデバイスにより要求されているコンテンツ
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、若しくは公的に利用可能な情報などの、非個人情報データ又は最低最小限量の個人情報
に基づき嗜好を推測することによって、ユーザに提供することができる。
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